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はじめに 
 

本報告書は、2012 年 3 月 20 日に京都大学地域研究統合情報センター（以下、地域研）で

開催された研究会「HuTime/Map を使った研究事例と将来展望」の概要をまとめたものである。

この研究会は、京都大学地域研究統合情報センター 地域情報学プロジェクト 個別ユニット

「HGIS の利用と動向に関する研究」の活動の一環として開催されたもので、2010 年 11 月 12

日に開催された研究会「HuTime を使った時間情報解析の現状」の第 2 回目として位置づけら

れる。 

 

今回は、時間情報解析ソフトウェアの HuTime を使った研究事例についての報告とともに、

HuTime で解析するためのデータ構築やそのための基盤情報の構築に関する報告もなされた。

さらに、HuTime と並行して開発が進められてきた空間情報解析ソフトウェアの HuMap につ

いても報告がなされ、時空間という観点から「地域情報学」のパラダイムについて議論を深

めてゆくことできた。 

 

なお、HuTime は、地域研の地域情報学プロジェクトや人間文化研究機構の研究資源共有化

事業などの中で開発された時間情報の解析を行うためのソフトウェアであり、2010 年 9 月 10

日には同機構から一般公開されている（http://www.chikyu.ac.jp/nihudb/gt-tools/）。研究開発上

の経緯により、人間文化研究機構の研究資源共有化事業では GT-Time、その他の事業や研究

プロジェクトでは HuTime の名称を使用しているが、今回の研究会は京都大学地域研究統合

情報センターの活動の一環として行なわれていることから、本報告書では HuTime に名称を

統一している。 
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HuTime でよむ中世・近世海域アジア交流 

柴山 守（京都大学東南アジア研究所） 

 

１．海域アジアと貿易船 
中世から近世にかけての海域アジア交流を国，タイ，琉球，日本の関係に焦点をあてる．

また，モノの＜うごき＞については，蘇木（「すおう」と呼ぶ）を中心に交易の実態をさぐる．

その理由は，蘇木は染料や薬種と原料としてもちいられたことから，後述する 3 つの時代区

分のすべての時代に共通した交易品として出現する．それは，また時代変遷ともに蘇木とい

う交易品と他の交易品の比較を通じて，交易の特徴を探る際にも有益である．さらに蘇木は，

日タイ交流のルーツであり，タイ（暹羅）からの最初の交易品だったこと，またタイ産蘇木

（シャム蘇木）は高品質であり，近世日本での貴重品であった．”HuTime”からみれば，蘇木

の交易がどのように展開されたかを時間と空間の概念をもってマッピングできる可能性があ

る．こうした事実から，15 世紀から 19 世紀に至る代表的なモノとして蘇木を採り上げるこ

とにする． 
  タイ国と日本の交易は，つぎに示すように大きく 3 つの時代に区分される． 
  （1）琉球王国の琉球船による交易―15 世紀から 16 世紀後半 
  （2）朱印船による交易―17 世紀前半 
  （3）唐船と唐人による交易―17 世紀初頭から 19 世紀中頃 
こうした 3 つの時代の交易に注目して日タイ関係を探ることになるが，いうまでもなく日

本とタイ国の 2 国間交易のみをもってして両国間の関係を論ずることはできない．なぜなら，

海上交易は周縁諸国とのネットワークにあった対外的な国際関係の中で明らかになる．もう

ひとつ，情報学の視点についてである．日タイ関係は，前述したように，琉球王国との対外

関係にはじまり，16 世紀末からの朱印船貿易，そして 1633 年以降は唐船貿易に依拠するこ

とになる．その唐船貿易においてもタイ国（暹羅国）はその重要な位置を占めていた．これ

らの史実を示す事象（実データ）を前述の時空間概念にもとづいて俯瞰することで海域アジ

アの通時的で総体的な交流の動きを探ることができるのではないか．また，アジア周縁諸国

間の交易における日タイ関係の相対的な位置が浮かび上がるのではないか．前述した時空間

概念にもとづいて，海域アジアにおけるモノの＜うごき＞をよむことにしたい． 
まず，日タイ関係をみる上で重要な琉球を中心にタイ（暹羅－シャム），中国，日本が中世

から近世にかけて，どのような時代にあったか，まずは関連諸国の時代背景と交流ネットワ

ークを把握しておく．すなわち，中世から近世に至る時間軸上で時代の変遷と諸事象をよむ

ための諸資料を重ねあわせ，相互の関連をみておく．このように時間軸（歴史軸）上に関連

する史実を配列し，その＜うごき＞を表現する世界を，“HuTime”世界と呼ぶ．HuTime とは，

時間解析ツール HuTime のことで，時間軸に沿って事象や数値データなどが表現できる．

HuTime を使って作成した中国，琉球，タイ（暹羅），日本，台湾，朝鮮の歴史年表を図 1 に

示す． 
『歴代宝案』において，琉球王国とタイ国（以下，暹羅国，または暹羅と呼ぶ）との外交
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関係は，1425 年に初めて明らかになる．幕末までの約 450 年間の永きにわたり琉球王国は明・

清朝の恩恵を受けながら，且つ薩摩との関係も保ちながら存立し続けたのである． 

 

図 1 中国・琉球・タイ・日本・台湾・朝鮮の時代変遷 
 

一方，中国では 1368 年から明の時代となり，1644 年まで続く．この間，琉球は冊封体制

下におかれた．つまり，明皇帝と君臣関係を結び，支配下に入った．そして，明へ貢物を捧

げ，皇帝から恩賜を授受する，という朝貢貿易を行っていたのである．清朝は，1644 年から

20 世紀初頭まで中国を支配した．15 世紀後半から中国，日本，朝鮮，東南アジアの海域アジ

ア交易網が成立し，商人たちが活躍した時代になるのである．  
中国・琉球・暹羅・日本を中心にして，主な交易をみるならば，中国の冊封体制下にあっ

た琉球は，暹羅をはじめ東南アジア諸国から輸入した蘇木や胡椒，日本からの輸入品である

刀剣類などの交易品をもって中国へ進貢した．また，暹羅からは，特に近世に入り，主に蘇

木，胡椒などが日本にも輸入され，日本からは刀剣類，銀，漆器，扇などが輸出された．前

述した蘇木は，中世・近世を通して，暹羅から琉球，及び日本への絶えることのなかった輸

入品であった．そして，琉球王国を媒介として中国の絹織物・生糸や陶磁器が暹羅国や日本

に輸出される交易ネットワークが築かれたのである． 
 

2.“HuTime”世界でみる暹羅国に回航した琉球船 
 

 琉球船は，いつ何のために暹羅国へ回航したか．暹羅国へは，1425 年に初めて回航してか

ら 1565 年までの 140 年間に 58 回の渡航を行っている．概ね 3 年に一度の航海となる．当時，

明朝の冊封体制下にあった琉球国は，明への進貢のための貢物を準備する必要があった．と

ころが，琉球の資源は希少で周縁諸国，すなわち東南アジア諸国や日本，朝鮮から貢物を求

める必要があった．琉球船は，その貢物のひとつとして暹羅国から蘇木と胡椒を買い求めた
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のである．『歴代宝案』の”HuTime”世界への写像から，暹羅国への回航の目的，礼物，収

買品，琉球船の積載量，使者，乗組員など，つぎのような様子がみえてくる． 
第 1 は，琉球国が冊封体制下において進貢貿易のための中継貿易を行っていた．その貿易

相手国の数は，10 カ国に至り，中でも暹羅国は重要な貿易国のひとつであった． 
 第 2 は，暹羅国における対外貿易が国王の下で統制されていたために，蘇木と胡椒を収買

することは簡単ではなかった．ところが，後述するように，16 世紀初頭に書簡の種類が，「咨

文」から「執照」に替わっており，このことから，国王による貿易統制に変化が起こり，蘇

木や胡椒の収買が，自由になったのではないか，とも推定できる． 
 第 3 に，琉球船の積載量や乗組員の詳細が読みとれることである． 
 『歴代宝案』所収の文書には，「咨文」，「執照」，「勅諭」，「詔諭」，「回咨」などの種類があ

る．咨文とは，国王間等の同じレベルにある官位間で交わされる書簡のこと．また，執照と

は，通常，証明書・許可証・鑑札の類の総称を示すが，琉球船に対する執照では交易船の船

名，乗組員などを詳細に記載した船籍証明書のようなものである．  

 

図 2 HuTime による琉球・暹羅の咨文（円弧範囲） 
 

3. 朱印船貿易 
 

 朱印船の渡航先のうち，特に暹羅国について見てみる．暹羅へ渡航数は，356 回のうち，

計 56 回である．1604 年（慶長 9 年）から 1616 年（元和 2 年）までは，195 回のうち 36 回，

1617 年（元和 3 年）から 1633 年（寛永 10 年）までは，161 回のうち 20 回であった． 
 朱印船の交易品はどのようなものであったか．暹羅国について列挙してみる． 
   輸入品 ― 蘇木，鹿皮，鮫皮，象牙，鞆鮫，水牛角，鉛，錫，竜脳，血竭， 
         更紗，木綿縞，籐，珊瑚珠，沈香． 
   輸出品 ― 銅，鉄，薬鑵，世帯道具，扇子，傘，硫黄，樟脳，屏風，畳． 
ただ，岩生の研究から交易品の品目や量は明らかでない．  
  

報告１（柴山）
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4.“HuTime”世界でみる「鎖国」下の唐船貿易 
 

 江戸幕府は，1633 年（寛永十年）から 1854 年までの間，日本人の海外通交を禁止し，

外交や対外貿易を制限した政策，いわゆる「鎖国」政策をしいた．ふたつの資料をみる．ひ

とつは，永積がオランダ東インド会社文書の日本関連記録を調査し，それにもとづいて復元

した『唐船輸出入品記録数量一覧 1637-1833 年』から，交易の実態がよみとれる．もうひと

つの資料は，山脇悌二郎による『長崎の唐人貿易』である． 
これらの資料から「鎖国」下において，長崎などに来航した唐船の出港地や船隻数はどう

であったか．『唐船輸出入品記録数量一覧 1637-1833 年』には，ふたつの目録が掲載されてい

る．ひとつは，オランダ語の原文書から翻訳された第Ⅱ部の唐船輸入目録であり，もうひと

つは輸入品目と共に価格などを含む第Ⅳ部付録「A 唐船輸入品年度別目録」である．また， 

図 3 において，最上段は第Ⅳ部輸入品目録と解説に示された船隻数を加えた総数の年次変化

を示したもので，総数は 1,815 隻，また中段は復元された輸入船名ごとの来航日付，品目か

ら船隻数を求めて年次変化にあらわしたもので，総数は 1,671 隻である．最下段は山脇によ

る『長崎の唐人貿易』に記された表や本文中の記述から年次変化を示したもので，総数は 1,327
隻である． 

 

図 3 唐船来航船隻数 
 

この図から，永積と山脇の輸入船隻の年次別計数のグラフを見てみると，永積と山脇の船

隻数の年次が，一部を除き重複はしていない．したがって，これらの 3 段の船隻数から年ご

との最大値を抽出することで，年次別の最大船隻数を求めることができる．つまり，時間軸

に沿っての来航数をマッピングすることで全容が判る．さらに，通算の総数を求めることが

できる．年表にもとづいて 1634 年（寛永 11 年）から 1833 年（天保 4 年）までの 200 年間に

来航した唐船の船隻数を計算してみた．総船隻数は，3,910 隻となった．つまり，年平均で約

20 隻が来航したことになる．図 3 のグラフで表示されない年については，根拠となる史料が

存在しなかった，とみてよいであろう． 
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5. 暹羅からの蘇木等染料類の輸入 
 

中国沿海の貿易船に次いで暹羅の貿易船は大きな位置を占めていた．その交易品の中心が

蘇木であったからである．暹羅の蘇木は，唐船記録において，「蘇木」と「シャム蘇木」に分

けて記載されている．このことは，暹羅を産地とする蘇木の品質が異なっていたことを裏付

ける．1633 年から 1833 年までの 200 年間に輸入された蘇木等染料類の総量は，約 2 千 6 百

万斤であった．このうち，蘇木のみで見ると約 2 千 26 万 6 千斤（約 78％）であり，シャム

蘇木は，約 68 万 1 千斤（約 2.6％）である．これらの蘇木輸入の年次変化を HuTime でみて

みる．また，それらの蘇木がどの出帆地からの唐船でもたらされたか．図 4 に蘇木，及びシ

ャム蘇木の輸入量を示す．蘇木であるが，1650 年から 1660 年頃まで，1740 年から 1750 年頃，

そして 1780 年から 1820 年頃まで輸入量の大きい時期が概ね 3 期になる．これらの蘇木の出

港地は，中国沿海，暹羅からの輸入が圧倒的な量を占めた． 

 
図 4 年度別蘇木輸入量（上段：蘇木一般品，中段：シャム蘇木，下段：歴代将軍） 

 

シャム蘇木についてはどうか．図 4 の年次別棒グラフを参照されたい．暹羅船から輸入し

たシャム蘇木は，1656 年に 8 万斤輸入したのみで，他は中国沿海，カンボジア，台湾からの

輸入である．この事実は，シャム蘇木が中国沿海の乍浦，寧波，厦門など港市を経由して輸

入されたことである．年次的に見ると，1742 年から 1744 年頃に大量のシャム蘇木が輸入さ

れた．続いて，1798 年にも大量のシャム蘇木が輸入されたのである．この輸入はどのような

理由によるものであったのか．国内事情を見ることにしたい． 
 

6. 第 8 代将軍吉宗の染料研究へのこだわり 
 

 蘇木全体の輸入量は，表 3-18 に示すように，また前節で述べたように大きく 3 つの時期

が観測される．その大量輸入された 1740 年から 1750 年のうち，1745 年までは第 8 代将軍吉

宗の時代であった．吉宗といえば，当時悪化していた財政再建に精力的に取り組み，江戸三

報告１（柴山）

5



大改革のひとつである「享保の改革」を行った将軍であった．ところが，吉宗が，「延喜式」 
に記された「茜色の復元」に大変な熱意をもち，その施策をとったとはあまり知られていな

い．この時期の蘇木全体の輸入はどうであったか．「鎖国」下にあった記録のある 154 年間の

蘇木の総輸入量の約 9.2％にあたる 186 万斤が，1735 年から 1742 年の間に輸入された．シャ

ム蘇木は，同期間の 8 年間に総輸入量の実に約 54.1％にあたる 36 万 8 千斤が輸入されたので

ある．暹羅を産地とする蘇木の品質の良さは，唐船記録の品目で一般の蘇木と区別されたシ

ャム蘇木として目録にあげられちること，小葉田や山脇の南東通交研究で言及されているこ

とから疑いない．こうした事実から，シャム産の蘇木が伝統的な茜染を駆逐した，というこ

とが判る． 
   

7. “HuTime”世界でみる唐船貿易の実態 
 

『唐船輸出入品記録数量一覧 1637-1833 年』（唐船記録，資料(A)，資料(B)）と『長崎の唐

人貿易』（資料(C)）である．まずは，1633 年第一回「鎖国」令が出されてから，約 200 年間

の間にどれだけの唐船が来航したのか，についてである．HuTime から，永積と山脇の資料に

は重なり部分が少ないことから，両者の研究手法までうかがえることであった．つまり，永

積は，山脇の研究部分には重ならないように，唐船記録を復元したと思えることである．そ

のことから，長崎に来航した船隻数は，両資料に示される最大値（永積：輸入品目 1,815 隻，

復元 1,671 隻，山脇：1,327 隻の各年次における最大値を意味する）をもって時間軸に配列す

ることで説明できる．計算の結果，3,910 隻 が来航したことを示した． 
さらに，図 5 に示すように，資料 D：松浦 章『江戸時代唐船による日中文化交流』に示

された来港船隻数を加え，資料 E:は資料 A～D までの年次別最大値を HuTime によりプロッ

トしたもの．1634 年から 1861 年までに 5,429 隻の来航があったことになる． 
通常は数値表のみで表されるデータが，HuTime という時間軸上に配列され，年次毎に起こ

った歴史事象とリンクすることで，見落としていたデータに気づくことや，あらたな発見に

繋がることもある，ということを示した． 

 

図 5 永積，山脇，松浦による長崎来港船隻数と操船隻数 

文献 
柴山 守『地域情報マッピングからよむ東南アジア』勉誠出版，2012 
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時空間情報解析ツール HuMap の現状 

原 正一郎（京都大学地域研究統合情報センター） 

 

１．HuMap の概要 
HuMap は空間情報処理ツールである。最初の HuMap は，カリフォルニア大学バークレイ

校を中心とした国際コラボレーションである ECAI（Electronic Cultural Atlas Initiative）と，シ

ドニー大学の TimeMap Project が開発した TimeMap をベースとしていた。TimeMap には時間

情報を処理できる優れた特徴があるものの，可視化ツールにすぎず，空間情報処理ツールと

しての機能は限定されていた。そこで時間情報を扱えるというTimeMapの特徴を生かしつつ，

基本的な空間分析，データクリアリングハウスや外部ソフトウェアとの連携などの機能を追

加してきた。以降の HuMap のソースコードは完全にオリジナルである。 
 

２．HuMap の位置づけ 
HuMap はいわゆる GIS ツールの一種であり、複数の主題地図を重ね合わせることにより、

多様な情報を位置により俯瞰・関連づけることができる。以下のような特徴がある。 
① フリーツール：サーバからダウンロードして無料で制限なく利用できる。 
② 分析ツール：単なる可視化ツールではなく基本的な時空間分析機能を持っている。 
③ プラットフォーム非依存：Java 言語を用いて開発されたクライアント用ソフトウェア

であるため，プラットフォーム依存しない。 
④ 機能拡張性：Java 言語で作成されたユーザプログラムを呼び出して使うための API 機

能が用意されている。これにより，新しいデータ解析機能を容易に追加することがで

きる 
HuMap と類似の機能を持った空間情報処理ツールとして TimeMap，RGIS，ArcGIS，GRASS，

MANDARA，SuperMap Viewer，MapWindow，Quantum GIS などがある。 
ArcGIS は高機能の GIS ツールであるが，商用であるため仕様は公開されておらず高価でも

ある。GRASS や RGIS はフリーGIS ツールであるが，GRASS は UNIX 環境のツール，RGIS
は言語環境であるため，人文系研究者にとっては敷居が高い。TimeMap は基本的に可視化ツ

ールであり，解析機能を持たない。MANDARA や SuperMap Viewer は，可視化機能と空間情

報処理機能を持ち合わせており，完成度の高いフリーの GIS ツールである。また MapWindow
と Quantum GIS はプラグインによる機能拡張が容易であり，現状の HuMap よりも豊富な空間

情報処理機能を実現している。 
これらのツールに対する HuMap の優位性としては，以下の点を指摘することができる。 
① 基本的な可視化・空間情報処理機能に加えて時間情報処理機能を備えている 
② データクリアリングハウスと連携できる 
③ MapWindow GIS や Quantum GIS と同様の Java プラグイン機能により情報処理機能の

拡張が容易である 
④ HuTime との連携により本格的な時空間情報処理が可能である，などをあげることが

報告２（原）
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できる。 
 

３．HuMap の仕様 
HuMap では、1 つ以上の主題地図を可視化や分析の対象とする。これらの主題地図や主題

年表をレイヤと呼ぶ。幾つかのレイヤをまとめたものをプロジェクトと呼ぶ。また地図上の

事象や対象物（建物，河川，道路，湖など）をフィーチャ（feature）と呼ぶ。HuMap の画面

構成は第 1 図のようになっている。 
・データビュー：フィーチャを表示する。画面の拡大・縮小・移動，フィーチャの選択，

領域を指定したフィーチャの検索などの操作も行なう。 
・プロジェクトビュー：レイヤやプロジェクトの階層表示，表示順序の変更，表示・非

表示の制御，表示するフィーチャの属性（形，色，大きさなど）編集などの操作を行

なう。 
・タイムスライダ：データビューに表示するフィーチャの時間範囲を指定する。 
・メニューバー：HuMap が提供する処理機能をまとめた部分。 
・ツールバー：HuMap が提供する便利な機能をまとめた部分。 
・レイヤプロパティ：データビューに表示されているフィーチャの凡例（コロプレスマ

ップなど）を示す。 
・ステータスバー：情報処理の過程を示す。データビュー上のカーソル位置と事象の発

生数（ヒストグラム）を表示する。 

 
図１．HuMap の構成 
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 HuMap は GIS ツールとして、次のような基本機能を持っている。 
① 複数のレイヤを重ね合わせて空間情報を可視化する機能 
② 基本的なデータフォーマットとして、時空間データ用に CSV, ESRI-Shapefile，画像用

に JPEG2000, JPEG, GIF, TIFF, PNG，KML へ対応している 
③ データビュー上における図形のズームイン・ズームアウト機能 
④ データビュー上の指定した時空間内にあるフィーチャを図形的に検索・表示する機能 
⑤ 指定した条件（簡易検索および SQL 検索）を満たすフィーチャを検索・表示する機能 
⑥ 基本的なレイヤ間論理演算機能（ユニオン，インターセクト，マージ，クリップ） 
⑦ 複数の投影座標系への対応 
⑧ 基本的な空間演算機能（指定された点列間の距離・面積・重心の計算，ディゾルブ，

バッファ） 
⑨ コロプレスマップ機能 
⑩ ヒストグラム表示機能 
⑪ フィーチャに関した外部情報への URL を介したアクセス機能 
⑫ 主題地図，主題年表，画像，時空間処理プログラムなどを蓄積したデータクリアリン

グハウスである HuServer と連携し、情報資源共有化を実現する機能 
 さらに HuMap の特徴として以下の機能をあげることができる。 

⑬ アニメーション機能（フィーチャの動態を時系列的に表示する機能） 
⑭ アノテーション機能（データビュー上において，レイヤ上の任意の領域に文書情報を

追加し，それらを検索・表示する機能） 
⑮ ラッキング機能（特定のフィーチャの移動を時系列的に追跡・表示する機能）。 

 

４．HuMap の簡単な使い方 
ここでは CSV ファイルの読み込みについて示すが，shape ファイルや KML ファイルの読み

込みも同様である。 

図２．CSV ファイルの例（理科年表より） 

報告２（原）
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図３．ファイルの選択，空間データフィールドおよびデータ型の指定 

図４．メタデータエディタによる編集（時間データフィールドの追加） 
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５．HuMap による簡単な解析例 
(1) コロプレスマップ 

 
図５．地震マグニチュードのコロプレス作成（コロプレス画面の例は図１を参照） 

 

(2) 検索 

 
図５．SQL 検索（１世帯当たりの人数が４人以上の市町村） 

 

報告２（原）
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（3） バッファリング 

図６．河川から 300m 以内のバッファ領域とその範囲に含まれる神社の関係 
 

 (4) トラッキング 

図７．西暦 800 年から 2010 年まで 10 年刻みで地震発生の時間変化を見る 
参考文献 
原 正一郎，関野 樹：時空間情報処理ツール HuTime・HuMap の開発と利用，歴史 GIS

の地平，HGIS 研究協議会編，勉誠社，pp.13-24，2013.3． 
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中国における日本住血吸虫症史研究への HuTime の利用 

 

福士由紀（総合地球環境学研究所）、東城文柄、 

顧雅文、西田涼子、駒野恭子、門司和彦、飯島渉 

 

１．はじめに 
 総合地球環境学研究所の研究プロジェクト R-04「熱帯アジアの環境変化と感染症」プロジ

ェクト（代表：門司和彦）では、2008 年度より上海交通大学、雲南大学、彰化師範大学（2010
年より中央研究院）との連携の下、中国大陸における日本住血吸虫症およびマラリアの流行

推移と、その対策に関する歴史資料の収集、整理、分析を進めてきた。 
 本報告は、これら歴史資料のうち雲南省の住血吸虫症に関する歴史資料の Hu-Time を利用

した整理、および住血吸虫症対策史研究への Hu-Time の利用を試みるものである。 
 

２．収集資料の概要 
雲南省における住血吸虫症関連資料は、大理市、大理州、麗江県、巍山県、鶴慶県など各

地の関連機関に所蔵されているものを画像データとして、およそ 400 タイトル（23,327 画像）

が収集済みである。収集された資料のタイプは、公文書、資料集、医案（カルテ）、地方志、

刊行物などである。多くは公文書でありその内容としては、各地の衛生局や防疫所、血防所

（住血吸虫症対策機関）による 1950 年代から 70 年代の各年の調査報告、防疫計画、総括報

告、統計が主となっている。 
 

３．Hu-Time を利用した資料整理 
 これら約 400 タイトルの歴史資料は、一見したところ、所蔵機関により、収集された資料

の年代にばらつきが見られた。Hu-Time を利用することにより、その「ばらつき」が一目瞭

然に把握できた。全体としては、1950 年代から 60 年代半ばにかけての資料が充実しており、

1960 年代後半から 70 年代にかけての資料は相対的に少ない。1950 年代から 70 年代まで全て

をカバーするものもあるが、こうした資料は統計類や刊行物が多い。このような収集資料の

カバーする年代の把握は、実際に資料を用いて対策史研究をする際に有用である。 
 

４．Hu-Time を利用した雲南省住血吸虫症対策史研究 
(1)住血吸虫症対策の「波」： 
 収集資料の内容を検討すると、中国における日本住血吸虫症対策には、高潮期と停滞期の

「波」があったことがわかる。第一の高潮期は 1953～57 年、第二高潮期が 1958~59 年、その

後の 1959～62 年までは第一の停滞期、1963～66 年までは第三高潮期、1966~70 年までが第二

の停滞期、1970 年～80 年代までが第四の高潮期、1990 年以降が第五の高潮期である。本報

告では Hu-Time を利用して、各種政策変化やイベントの発生と、この「波」との因果関係の

一部を示した。但し、Hu-Time 上では、イベント間の関係を明確に示すことが困難であった

報告３（福士）
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ため、イラストレータにインポートし、成形しなおした。 
      

(2)住血吸虫症対策と農村生活・農業生産活動の変容 
 日本住血吸虫症は農村の病である。1957 年の調査では、感染者の 9 割以上を農民が占めて

いた。図 1 は、住血吸虫症のライフサイクルを簡単に示したものであるが、対策としてはこ

のライフサイクルのどこかを断ち切ることが重要となる。そのための方法として、糞便や水

の管理、中間宿主である貝の撲滅や環境改変による貝の生息地の撲滅、感染した場合の治療

や感染しないための教育など様々なものがある。 
1950～70 年代の中国では、これらは、水利工事や肥料作り、耕地の改変など農業生産活動

や農村への医療・衛生機構、人員の配置といった農村生活の変化と深く結びついて展開され

たとされる。本報告では、医療・防疫機構の農村への配置状況、水利工事への住民の動員状

況の変化を示す数値データと住血吸虫症流行推移との因果関係を Hu-Time を用いて示すこと

も試みた。 
 

 
 
おわりに 

 
 Hu-Time を利用することにより、収集された資料は単にリスト化しただけではわかりにく

い年代幅が一目瞭然となった。年代幅の正確な把握は、研究の着想を得ることに利する。ま

た、このような作業とあわせて、Hu-Time を用いて住血吸虫症対策史と各種の政治・社会・

経済的イベントとの因果関係を示すことにより、1950～60 年代は、住血吸虫症対策は衛生政

策のみならず各種の経済・政治的変動の影響を受けて展開され、1970 年代以降より安定的に

対策が実施されていったことが明確に視覚化できた。具体的な農村社会の変容に関しては、

今回は数値データのみを用いたが、今後は記述データとあわせて考察を続けていきたい。 

 
文献 
張顕清主編（1990）『雲南省血吸虫病防治史志』雲南科技出版社 
雲南省地方志編纂委員会（1996）『雲南省志 農業志』雲南人民出版社 
雲南省地方志編纂委員会（2002）『雲南省志 衛生志』雲南人民出版社 

図 1)日本住血吸虫症のライフサイクル 
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HuTime/Map の日本史研究への応用の試み―続日本紀を題材に― 

後藤 真（花園大学） 

 

１．日本史学における時空間情報分析の現状と課題 
本研究報告では、日本史研究における時空間情報システムの利用の可能性について述べる。

考古学・歴史地理学分野においては、盛んとなりつつある GIS ツールを用いた歴史研究であ

るが、文献を用いた日本史学における利用という点では、決して多いとは言えない。近年、

清野陽一は、日本古代史における移動量から、文献の妥当性を再検討することを試みた（1）。
また、地図情報の重ね合わせによる歴史環境復元の試み（2）（3）やこのような研究はいくつ

かあるものの、現時点では、緒に就いたばかりであるといえる。そもそも、どのような情報

が時空間ツールを用いる対象となりうるのかという課題設定の方法論が確立しておらず、ま

た、歴史情報を空間的に把握するための情報基盤すら存在しないのが現状である。 
そこで、本論考では、日本史学における次空港情報ツールの応用の可能性について検討を

行いたい。本論考で主として取り扱うのは、日本古代史の情報である。中でも、とくに基礎

的文献である『続日本紀』を対象にする。『続日本紀』とは 797 年に成立した、日本では二番

目となる官選歴史書である。『日本書紀』と比べて、潤色や錯簡が少なく、その記述内容の信

頼度が高い。また、8 世紀という奈良時代のほとんどをカバーする文献であるため、奈良時

代史研究を行うためには、まず参照すべき基礎文献である。 
そのため、この『続日本紀』にある、地理情報を抽出し、GIS ツールで利用可能な形にす

ることが、奈良時代史研究の基礎ツールを備えることにつながる。また、筆者が別途開発を

進めている、「正倉院文書データベース」の改良による高度化などと密接にリンクさせること

を企図している。これらの詳細は次章で述べることとする。 
 

２．奈良時代総合データベースの構築と時空間情報 
歴史学、日本史学に関しても、近年、多くの資料・史料保存機関によって史資料の有効活

用を目指すべく、データベースが作成されている。そればかりか、普通の人文科学研究であ

る科学研究費の成果にあたかも必須条件であるかのように「データベースを作成する」とし

て、データベースが作成される状況すらある。資料保存機関がその目的としてデータベース

を作っていることは当然ではあるが、その点をさしひいても、データベースは、「乱立」とで

もいうべき状況を示している。結果的に、多くの「乱立」したデータベースの中から使える

ものを見つけ出し、多くのデータベースをばらばらに使わなければならない状況がおこって

いる。そのため、近年の、データベースは「情報発見」をどのように行うかということに注

目が集まっている。たとえば、国会図書館と人間文化研究機構が行っている共通検索（PORTA
と国会図書館サーチ）は、検索項目を効果的にマッピングし、標準メタデータを用いること

で効果的な資料発見を試みたものであるといえよう。これは、資料目録の検索方法の最適化

の一つの手法であるといえる。 
一方、個別の史資料の「なか」の検索の最適化や、メタデータ・知識環境の構築について

報告４（後藤）
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は、歴史学に関してはいまだに進んでいない。そこで、筆者は、歴史資料に関する知識辞書

を構築し、複数の史資料を結びつけ、検索・発見を可能とするシステムについて構築を進め

ている。本研究は、その一環として位置づけられる。また、知識辞書を構築し、あわせて世

界標準による史料データを作成することで、奈良時代史研究の知識体系を情報学的に可視化

することを試みる。奈良時代知識デジタル・アーカイブの構築である。 
三工程にわかれる。一つは SOMODA のデータを LinkedData に改訂を行うこと。二つには、

SOMODA のデータから知識情報を抽出し、オントロジ辞書構築を行うこと。三つめは、奈良

時代のもっとも基礎資料である続日本紀に対し、世界標準であるテキストのマークアップ

DTD の仕様である TEI（Text Encoding Initiative）を適用し、データを構築することである。

この構築成果により、史料の情報を有機的に連結させることを可能とする。この環境を総称

して、奈良時代知識デジタル・アーカイブとして構築する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 奈良時代史知識辞書とは、奈良時代に関する情報をオントロジを用いて構築した辞書であ

る。この辞書を史料情報と結びつけることにより、単純なリンクや文字列検索ではなく、研

究知識レベルでの史資料の検索・発見が可能となる。たとえば、正倉院文書は奈良時代の官

製写経事業に関連する文書が多い。写経事業に関連する知識を辞書にいれ、史料と結びつけ

ることで、当時の仏教の知識体系を明らかにすることも可能となるであろう。また、官製で

あるので、当時の官僚個人のデータをその属性概念とともに入力することで、今まで見えて

こなかった当時の官僚組織の構造や、人間では想定できなかった複数の資料の結びつけが期

待できる。また、正倉院文書の研究に関してどのような概念がどのような関係性を持って用

いられているのかなどの、研究知識環境の明示化も期待できる。 
 次に続日本紀の基礎情報の構築について述べる。続日本紀の基礎情報構築の狙いは、続日

人名 A で検索した場合に関連知

識として所属組織全体の検索も

可能とする。人名 A の史料を表

示させた際、関連情報として組

織 A に属する資料群を提示。

人名 A 
surface Web として世界中

で利用できる 

組織 A

人名 B 
… 
人名 A 

 

人名 B 

<particDesc> 
 <p> <list> 
<item xml:id="A"> 

<name>人名 A</name>所属

他のデータベースと知識情

報で連結。組織 A・人物 A に

ついて他へのリンクも可能

に。論文情報などとも。

改訂版 SOMODA 奈良時代史知識辞書 続日本紀データ 

個別史料ごとに URI を付

し、Linked Data 化 

図 1 奈良時代知識デジタル・アーカイブの全体像

所属
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本紀の知識情報を構築すると同時に、テキストを TEI 化し、国際的に日本の基礎史料情報を

提供することで、研究の基礎的環境を整備するものである。続日本紀は、主に奈良時代につ

いて記述した編纂史料であり、奈良時代の主たる出来事を知るための基礎資料である。本研

究では XML ベースで TEI を用いることを想定している。TEI データ化することで、世界レベ

ルでの史料の共有がより容易となり、日本の史料を国際的に活用される素地の整備を可能と

することが出来る。しかし、仕様がたいへん複雑であり、かつ日本の史料の構造とは必ずし

も合致しない部分も多くある。日本史料など東洋の史資料にあう仕様の必要性を TEI 策定側

としても課題にしている。国際的に日本に求められている部分があるため、このような基礎

資料を TEI 化し、優位点と課題を発見し、国際的に発信していくことは重要な研究であると

いえる。また、単純に「標準にデジタルデータをあてはめる」だけではなく、TEI の仕様の

一つである知識情報へのタグ付けを行い、同時代の史料やデジタル辞書と結びつけることで、

より有意義な研究利用の道を開くことで、より効果的に検討を進めることが出来る。 
 この二つを柱とすることで、日本の奈良時代の歴史研究の基礎的な史料の整備は 7 割程度

は整うと考えられる（奈良文化財研究所がデジタル化している木簡と、その他の典籍等が残

る）。残りの 3 割とも連結できる可能性を持たせることで、将来的には、奈良時代史研究のポ

ータル的な位置づけを目標としている。 
 このような環境を提供することをめざし、現在、作業を続けている。この中の時空間情報

基盤の提供の部分として、続日本紀情報の Humap/Hutime への格納を行っている。 
３．『続日本紀』時空間情報の作成 
 Humap/Hutime への情報搭載の方法について述べる。まず、星野聡氏作成の続日本紀データ

上から、地理情報を持つ情報を抽出する。現在の段階では、旧国名情報を中心に抽出してい

る。そのうえで、当該する地理情報に対し、緯度経度情報を付す。国名の場合には、緯度経

度情報は国衙所在地とした。厳密には国衙などの所在地が不明な国名も多くあるが、その際

には、推定地を仮に設定している。これらの情報をまずは、CSV として管理できるように整

備を行った。 
 そのうえで、それぞれの記事がどのようなものであるか、わかるように、title という記事

名の項目を設定した。そして、どのようなカテゴリの記事なのかを整理し、Category という

項目を設けた。この Category が、記事の知識情報としても位置付けられることとなる。 
 『続日本紀』は、年月日ごとに記述を行う、編年史料である。そのため、時間情報の抽出

はきわめて容易であるものの、旧暦（儀鳳暦）であり、その日付情報が、他のあらゆる史料

と共通となるわけではない。そこで、相田満が作成した暦日テーブルをもとに、旧暦の日付

情報を、ユリウス通歴と対照する作業を行い、新規に項目を設けた。 
このようにして作成したのが、図 2 のようなデータである。 
これにより、まずは『続日本紀』の時空間情報をもととしたデータの整備と提供が可能と

なった。 
４．HuMap/Hutime へのデータ搭載とその成果 
 これらの情報が一覧可能なように、Humap に搭載を行った。その成果が図 2 である。これ

により、記事の情報ごとにどのような地域で起こったのか、そしてどの時期にその記述がな

報告４（後藤）
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されることが多かったのか、などという情報が、一目瞭然となる。たとえば、任官情報を時

間・国ごとに理解し、自由に閲覧することが可能となる。また、Hutime に格納し、時間ごと

の属性として見ることで、記事情報の全体像をつかむことが容易となる。たとえば、全記事

で見た場合、地理情報を持つ記事が 758 年以降、つまり後半 20 巻に集中していることがわか

る（図 4）。これは、『続日本紀』が持つ記載情報全体の厚みの問題なのか、それとも、何ら

かの理由があるのかを考えるうえで重要な論点となるであろう。 

 
図 2 『続日本紀』データの CSV でのデータ入力状況 

 

 
図 3 HuTime へのデータ搭載画面 
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図 4 記事情報を時間軸上に落としたもの。 

 
5．今後の発展と課題 

このように、この『続日本紀』の時空間情報のデータの整理と構築は、時空間情報の基盤

データとしての提供と同時に、続日本紀の記事情報の属性なども、わかる可能性を示してい

る。このようなデータを提供し、かつより容易に検索・情報発見できるツールの確立は、今

後歴史研究の新たな側面を導き出せる可能性があるといえる。 
さらに、より高度な流通を図るためには、国際標準との連携も欠かせない。前述のとおり、

続日本紀データは TEI 化を進めている。TEI のタグセットの中には、時空間情報をいれるこ

とのできる要素も存在する（図 5）。そのため、それらの要素情報を入れることで、続日本紀

のテキストそのものから、これら GIS ツールへのアクセスを可能とすることができるであろ

う。 

図 5 続日本紀の TEI 化による時空間情報付与の事例 
 

一方で、これらの情報については、いくつかの課題も残っている。まず、地理情報の正確

<date when=“763-6-27”>戊戌。</date><place xml:id=“mino” type=“country”> 
 <placeName to=“1869”>美濃国</placeName> 
 <location> 
  <geo>35.38187,136.52614</geo> 
 </location> 
</place>飢。 
<place xml:id=“settsu” type=“country”> 
 <placeName to=“1869”>摂津</placeName> 
 <location> 
  <geo>34.69536,135.5248</geo> 
 </location> 
</place>、 
<place xml:id=“yamashiro1” type=“country”> 
 <placeName to=“794”>山背</placeName> 
 <location> 
  <geo>35.06903, 135.75287</geo> 
 </location> 
二国疫。並賑給之。 

報告４（後藤）
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性をどこまで問うかという問題である。古代の地名では、地名がわかっていても、その位置

がはっきりしないものや、その位置に諸説あるものが多い。このようなデータをどのように

取り扱うのか、基礎データの提供という観点から見る場合には、考慮を行う必要がある。と

りわけ、郡などのより細かいデータの提供を試みる場合には、不明情報が増える。多くのデ

ータを提供しつつ、極度にあいまいなデータにしない工夫を行わなければならない。 
また、時間軸についてのあいまいなデータの処理も課題である。また、時間軸でも幅のあ

る記事が存在する（もっとも、そもそも人間の行動である限り時間軸にも空間軸にも幅は必

ず存在するのだが。この場合には一日を超えるの大きな情報をもつものを「幅を持つ」と表

現している）。「是月」条や「是年」条と呼ばれる、「いつかは正確にはわからないがこの幅の

期間」となる記事が存在する。このような情報に対し、どのようなデータを与えるかも今後

の課題である。 
さらに、知識情報の付与をどのように行うか、という課題も存在する。『続日本紀』の記述

内容は多様であり、一意に知識情報が付与できないものがある。たとえば、『続日本紀』に以

下のような記事がある。「睠懐生之便安、教命不明、至誠無感、天示星異、地顕動震。仰惟災

眚、責深在予。（中略）宜令所司、三千人出家入道、并左右京及大倭国部内諸寺、始今月廿三

日一七転経。憑此冥福、冀除災異焉」（『続日本紀』神亀二年（725）9 月 22 日条） この記

事では、怪異・仏教・災害などのカテゴリ付与が考えられる。しかし、怪異をどのように考

えるのか、災害との関係性はどのようなものなのか、などを検討する必要がある。 
しかし、現在では、あまり複雑な概念設定を行わないことから始めるように試みている。

まずは、多くの研究者が承認できるレベルでのデータ入力を行うことが重要であろう。将来

的には、多くの研究者に追加・修正していただくことも構想されている。そのためには、人

文系研究者が入るための心理的障壁を下げる必要がある。そのためには、あまり細かいタグ

情報の付与をせず、かつ、データをなるべく入力しておく必要があるといえる。 
6．まとめ 

歴史学における時間・空間情報を用いた研究の可能性と、その情報提供の手法について述

べた。歴史学に関する文献情報はあいまいな部分が多く、データを「はっきりと」設定しな

いとならない手法では、人文系研究者の心理的障壁が多いこともある。しかし、基礎データ

を提供し、いくつかの可能性を提示することで、その有用性が示され、多くの研究者が用い

ていくツールとなっていくのではないだろうか。今後、より多くのデータが整備され、その

研究に用いられるようになることを強く望むものである。 
注 
（1）清野陽一「延喜式諸国日数行程と移動コスト分析」（『人文科学とコンピュータシンポジ

ウム論文集』2011、情報処理学会 

（2）GLOBALBASE （http://www.globalbase.org/）. 
（3）「京都市明細図」オーバーレイマップ 

 （http://www.geo.lt.ritsumei.ac.jp/meisaizu/googlemaps.html） 
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HuTime 活用のための時間基盤情報 

関野 樹（総合地球環境学研究所） 

 

１．時間基盤情報の必要性 
時空間という視点から数多くの研究が進められ、興味深い成果が続々とあげられている。

特に時間情報については、GIS のような強力な表示機能を持ち、視覚的な解析を実現する

HuTime が構築されたことから（関野 2009, Sekino 2009, 関野 2010）、今後時間と空間の情報

を本格的に連携させた研究が進むことが期待される（京都大学地域研究統合情報センター 
2010）。その一方、時間情報の解析に用いるデータ構築の機会が増えるにつれ、時間に関する

基盤情報の必要性が顕在化してきた（Sekino 2011）。 
ここでは、時間に関する基盤情報として、GIS のベースマップに相当する基本年表、地名

辞書に相当する時間名辞書、そして GIS の測地系変換機能に相当する暦法の変換機能の３つ

の基盤情報を提供する仕組みを構築し、時間情報の解析環境を強化する取り組みを紹介する。 
 

 

 

２．３つの基盤情報 
（１）基本年表 
基本年表は、時代区分やイベントに関する情報などを含み、解析対象が時間軸上のどこに

位置しているのかを知るための手掛かりとなる。これは、GIS のベースマップが行政界やラ

ンドマークが示すことにより、表示しているデータの位置関係や包含関係の理解を助けるの

と同様の役割である。 
基本年表には３つのタイプある。１つは、時代区分を示したものであり、日本であれば平

安－室町－安土桃山などの期間に関する情報を含む。空間情報では海岸線や国境線などの行

政界がこれに相当する。２つめは、おもなイベントを掲載したもので、空間情報では都市や

ランドマークの表示に相当する。扱うテーマに応じてどのようなイベントを扱うかは異なり、

経済に関するテーマを扱うのであれば産業や通商に関する出来事をまとめる必要があるし、

自然災害に関するテーマを扱うのであれば台風や地震などの災害に関する情報が必要になる。

図１ 「黒船来航」に着目して時間に関する基盤情報を活用した例。「黒船来航」と

いう時間軸上の名称と時間軸上の座標である嘉永 6 年 6 月 3 日を結びつけるのが時間

名辞書。嘉永 6 年 6 月 3 日をグレゴリオ暦の 1853 年 7 月 8 日に変換するのが暦変換。

「黒船来航」についてその背景となる情報を提供するが基本年表である。 

報告５（関野）
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３つ目は、人物や組織、製品などの存在期間に関する情報で、為政者などの生没、即位と退

位、組織の設立と解散、製品の流通期間などが考えられる。 
 

  

 

（２）時間名辞書 
Web 検索で「京都市」、「大阪城」といった地名を入力するとすぐに地図上にその場所が表

現されるのは、地名を緯度経度に変換する地名辞書が機能しているためである。同様に、「関

東大震災」や「戦後」といったイベント名や時間範囲名を西暦（グレゴリオ暦）などの正規

化された表現に変換する時間名辞書があれば、それらのイベントを詳細な日時を意識するこ

となく時間軸上で扱うことができる。さらに地名辞書と時間名辞書を連携させることにより、

「震災後 10 年以内に建てられた東京駅周辺（1km 以内）の建築物」といった時間と空間を組

み合わせた問い合わせが容易に行えるようになるはずである。 
地名辞書にはまた国→県→市町村といった包含関係を扱う機能がある。同様に時間名辞書

についても、包含関係を扱う機能を持たせることにより、ある期間を指定するとそこに包含

される情報とをあわせて検索できることが可能になる。たとえば、「サイゴン陥落」は北ベト

ナムによる「ホーチミン作戦」の一部、また、「ホーチミン作戦」は「ベトナム戦争」の中の

１つのイベントとして解析を進めることができる。 

 

 

図３ 時間名辞書を多言語化した場合の例。「東日本太平洋沖地震」というイベント

の名称を 2011 年 3 月 11 日 14 時 46 分 18 秒（日本時間）という時間軸上の位置に関

連付けるとともに、他の言語による名称も同様な関連付けを行う。 

図２ 基本年表を用いた展示の実

例 （ Ayutthaya Historical Study 
Centre）。歴代の国王に関する情報

や近隣諸国の情報が 1 つの時間軸

上に並べて表示されている。 
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（３）暦変換 
暦変換は、時間軸上の同じ位置を示す異なる表現（暦法）同士を変換する機能であり、GIS

の測地系変換とも似た機能である。この暦法間のギャップを埋めることにより、様々な地域

や時代の情報を同じ時間軸上で解析することが可能になる。なお、すべての期間にわたって

用いることができる基準となる暦法として、暦変換ではユリウス通日を用いている。ユリウ

ス通日は、紀元前 4713 年 1 月 1 日正午からの通算日数で、現代まで完全に連続している暦法

の１つである。 
 

３．データ構築の実際 
時間基盤情報のためのデータ構築では、基盤データの収集、モジュール構築、データ構造

設計の作業がそれぞれ進められている。 
 

 
 
 

（１）基盤データの収集 
基本年表と時間名辞書はイベント単位でみれば元になるデータは共通しており、提供時の

構成や検索方法が異なるのみである。基本的なイベントの情報を収取するという観点から、

教科書などの幅広く利用されている資料を対象にしている。 
 

○日本の高校・中学の歴史教科書 
高等学校の歴史（日本史 B、世界史 B）及び中学校の社会科の教科書から年号などの時間

表現を伴う記事を抜き出している。イベントだけでなく、人物の生没年、政権や王朝の存在

期間などの関連情報も含まれているため、それらについても情報を収集している。現在、日

本史 B で 2514 件、世界史 B で 3039 件の入力を終えている。 

 
 

図４ 時間基盤情報構築

に向けた作業。それぞれの

作業がそれぞれ依存関係

を持っているため。同時並

行で進められている。 

図５ 世界史 B の入力例。 

報告５（関野）
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○ラオスの歴史教科書 
ラオスを研究フィールドとしている総合地球環境学研究所の研究プロジェクト（熱帯アジ

アの環境変化と感染症・代表 門司和彦）（総合地球環境学研究所 2011）の森中紘一氏の協力

により、ラオスの歴史教科書の入力を進めている。初～中等教育に相当する 7 学年分が対象

となっており、原則として、ラオス語、英語、日本語による入力である。現在、476 件が入

力されている。 
 

 
 
 

○タイ日本関係年表 
アユタヤ歴史研究センターより提供いただいた資料

をもとに、タイの基本的な情報を入力している。歴代の

国王の在位期間などの情報がまとまっていることやタ

イ語・日本語・英語が併記されていることが特徴であり、

現在約 270 件が入力されている。京都大学東南アジア研

究所の柴山教授のご協力により、タイ語の校正作業を終

えたところである。 
 

○件名標目表 
図書館などで利用される件名標目表の中から時間情報がついたレコードの抽出を試みてい

る。対象は NDLSH、BSH、LCSH で、現在 NDLSH について作業を進めており、470 件を抽

出した。 
 

 
 
 

（２）時間情報モジュール構築 
時間情報のモジュールには、暦変換だけでなく、時間に関する演算などの時間情報の解析

図６ ラオス歴史教科書の入力例。 

図７ タイ日本関係史年表。

図８ NDLSH の入力例。 
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に必要な機能が含まれている。現在、グレゴリオ暦、ユリウス暦、和暦などの各暦法とユリ

ウス通日を相互に変換する機能やそれぞれ暦法に基づいた日付の演算（例えば「1 か月後」

などは暦法によって計算が異なる）の実装を終えている。機能の一部は Excel のアドインと

しても試験的に公開を開始している。 
 

 
 

（３）時間の表現とデータ構造 
各基盤情報において、時間の表現するための、データ構造について検討を進めている。特

に、基本年表、時間名辞書では、あいまいな時間を扱う必要性が出てくる。さらに、あいま

いな時間を使った解析（あいまいな時間同士の演算など）について、論理的な裏付けや実装

方法などを具体化してゆく必要がある。 
 

 
 
 

４．今後の展開 
 

 
 

図９ 構築中の暦変換のテストの様子（タイ

仏暦からヒジュラ暦へ）。

図１０ あいまいな時間の例。何がどのようにあいまいかによって、表現や処理

が異なる。 

図１１ 時間基盤情報の提供

イメージ。 

報告５（関野）
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現在、必要なデータの収集やモジュールの構築が進みつつあり、次年度以降はこれらを提

供するため仕組みづくりが開始される。基本的には、GIS のクリアリングハウスのような仕

組みが中心となり、Web ベースで必要な基盤情報を入手したり、CGI などを用いてデータを

変換したりする機能などが予定されている。また、Web ブラウザや表計算ソフトなどのプラ

グイン、TEI（Text Encoding Initiative）（TEI Consortium 2012）との連携といった研究現場で利

用されるツールに密着した形での提供も必要であると考えられる。本研究の成果が、歴史、

考古などの時間を扱う分野を中心に、研究や教育で幅広く活用されることを期待したい。 
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総合討論 
 

総合討論および個別の報告の中で検討された主要な課題は下記のとおりである。 
 

【HuTime の有効性】 
・ 資料や記述間をリンクさせたりそれらの関連性を可視化することにより、個別の研究を

結び付け、研究対象の全体像をつかむことができる。 

・ どの時間範囲に課題があるかを浮かび上がらせ、問題発見、仮説検証のためのツールと

して有効である。ただし、空間情報の場合は浮かび上がった現場に行って検証すること

ができるが、時間情報の場合はその時間に行くことができないという点で空間情報とは

異なる。 

・ 資料やデータの欠落の発見など、研究現場での作業と連携できる。 

 

【HuTime の機能】 
・ 曖昧なデータの表示や解析について検討が必要。特に、人文科学系のデータでは重要で

ある。また、曖昧さの詳細（何が曖昧なのか）やその処理の方法について注記を残す仕

組みがあれば、データの再利用やデータ間の連携がやりやすい。 

・ イベント間の関係を示す矢印、レイヤやレコードの階層化など機能があると便利。 

・ データの重ね合わせの機能があると便利。背景の色を使った表現やグラフの重ね合わせ

などが考えられる。 

・ HuMap と HuTime の連携について検討が進められている。また、ArcGIS, Google Maps
などのソフトウェアとの連携、Web ブラウザなどへのプラグインなど、現在のスタンド

アロンのソフトウェアとしての形態以外についても検討が必要。 

・ HuTime にどこまで機能を盛り込むか。基本的に専門的な処理はそれに特化したソフト

ウェアで行い、HuTime はそれらのソフトウェアとデータを交換する機能を充実させる。 

・ 現在サポートしている CSV と KML 以外にどのようなファイルをサポートするか。 

・ 年齢などの暦以外の時間軸の利用について。 

 

【データの再利用と共有化】 
・ HuTime が普及するにつれ、良質なデータが数多く構築されている。これらを再利用、

共有する仕組みが必要である。 

・ 現状では、HuServer により実現することは可能である。 

総合討論
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・ 共有するデータにメタデータをどうつけるか。特に主題軸のメタデータや知識情報の付

与をどのように行うかが問題である。 

・ データが加工されて二次、三次のデータが作成されてゆく可能性がある。データの加工

履歴を記録する仕組みが必要である。空間情報ではその仕組みが確立しているが、時間

情報では不十分である。 

 

【今後の展開】 
・ HuTime/Map をどのように使うかだけでなく、時間・空間を対象にする歴史などの分野

でデータがどのように扱われ、HuTime/Map にどのような需要があるかという方向の検

討も必要。 

・ HuTime/Map 開発体制についての見直し。ほかの分野やプロジェクトとの連携について

も検討を開始してはどうか。 
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山

等
を

遣
わ

し
，

王
の

国
に

来
た

り
て

公
幹

（
公

務
）
に

あ
た

ら
し

め
，

并
び

に
勅

諭
一

道
を

遣
わ

す
．

王
，

宜
し

く
人

を
遣

わ
し

齎
去

（
せ

い
き

ょ
）
せ

し
め

日
本

国
王

に
与

う
べ

し
．

其
れ

を
し

て
遣

使
し

て
往

来
和

好
し

，
売

買
生

理
（
生

業
）
し

て
同

（
と

も
）
に

太
平

の
福

を
享

け
し

め
よ

．
如

（
も

）
し

，
日

本
国

王
，

使
臣

を
来

朝
せ

し
む

る
有

ら
ば

，
就

（
す

な
わ

）
ち

内
官

柴
山

等
の

船
に

附
搭

し
て

同
に

来
ら

し
め

よ
．

王
，

其
れ

至
懐

を
体

せ
よ

．
故

に
諭

す
．

1
4
3
2
年

（
宣

徳
7
年

）
正

月
2
6
日

漢
文

の
分

か
ち

書
き

実
験

読
み

下
し

文
か

ら
の

解
析

辞
書

の
自

動
生

成
結

果

─
─
─
─

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

わ
か

ち
が

き
結

果

*
T
o
t
a
l
 :
 
5
3
9

T
e
x
t
 L
e
n
g
t
h
 :
 1
9
3

単
語
N
o
.

見
出

し
語

単
語

付
属

語
句

読
点

─
─
─
─
─

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

[
略
]

2
2
7
,

琉
球

国
中

山
王
,

琉
球

国
中

山
王
,

,
 

，

2
2
8
,

進
貢
,

進
貢

の
,

の
,

2
2
9
,

事
,

事
の

た
め

に
す
,

の
た

め
に

す
,
 ．

2
3
0
,

切
,

切
に
,

に
,

2
3
1
,

照
,

照
ら

す
に
,

ら
す

に
,
 

，

2
3
2
,

本
国
,

本
国

は
,

は
,

2
3
3
,

貢
物

稀
少
,

貢
物

稀
少

な
り
,

な
り
,
 

．

W
:
0
0
0
1
 [

琉
球

国
中

山
王
]
-
[
琉

球
国

中
山

王
]
-
【琉

球
国

中
山

王
】
L
:
0
6

W
:
0
0
0
2
 [

為
]
-
【
為

】
L
:
0
1

W
:
0
0
0
3
 [

進
貢
]
-
[
進

貢
]
-
【
進

貢
】
L
:
0
2

W
:
0
0
0
4
 [

事
]
-
[
事
]
-
[
事
]
-
【
事

】
L
:
0
1

-
略

-

W
:
0
0
3
7
 [

奉
献
]
-
[
奉

献
]
-
[
奉
]
-[

奉
献
]
-
[奉

献
]
-
[
奉

献
]
-
[
奉

献
]
-
【
奉

献
】
L
:
0
2

W
:
0
0
3
8
 [

少
]
-
【
少

】
L
:
0
1

W
:
0
0
3
9
 [

伸
]
-
[
伸
]
-
【
伸

】
L
:
0
1

[
略
]

─
─
─
─
─

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
 

暹
羅

国
と

の
７

咨
文

，
総

単
語

数
8
8
9

語

一
意

語
数

5
3
2
語

W
:
0
0
4
0
 [

遠
意
]
-
【
遠

意
】
L
:
0
2

W
:
0
0
4
1
 [

幸
希
]
-
[
幸

希
]
-
【
幸

希
】
L
:
0
2

W
:
0
0
4
2
 [

収
納
]
-
[
収
]
-
【
収

納
】
L
:
0
2

W
:
0
0
4
3
 [

仍
]
-
【
仍

】
L
:
0
1

-
略

-
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H
u
T
i
m
e
に

よ
る

琉
球

・
暹

羅
間

の
「

執
照

」

明
日

本

*
C
e
r
t
i
f
i
c
at
e
s 
w
e
r
e
 a
p
p
e
a
r
e
d
 i
n
s
t
e
a
d
 o
f
 N
o
t
e
 f
r
o
m
 1
5
1
0蘇

木
・
胡

椒

暹
羅 礼

物
織

物
・

反
物
・

陶
磁

器

琉
球

執
照

（
船

籍
証

明
）

船
名

：
「
義

」
字

號
船

．

目
的

：
蘇

木
・
胡

椒
を

収
買

し
，

大
明

天
朝

へ
の

進
貢

に
備

え
る

た
め

備
え

る
た

め
．

玄
字

2
0
1
号

半
印

勘
合

執
照

正
使
1
名

吾
剌

毎

副
使
2
名

馬
別

土
引

之
路

通
訳
2
名

梁
傑

高
賀

火
長

梁
敬

乗
組

員
2
2
8
名

1
5
1
4
年

（
正

徳
9
年

）
9
月
1
3
日

発
行

証
明

書

蘇
木

と
は

蘇
木

（
す

お
う

）
－

蘇
芳

，
蘇

方
，

蘇
枋

マ
メ

科
で

ジ
ャ

ケ
ツ

イ
バ

ラ
属

の
小

高
木

、
高

さ
4
～
15

メ
ー

ト
ル

の
落

葉
樹

で
複

葉
落

葉
樹

で
複

葉
，

花
は

黄
色

で
房

状
に

咲
き

，
ト

ゲ
が

多
い

．

心
材

－
赤

褐
色

で
染

料
．

媒
染

剤
に

よ
り

赤
や

茶
色

に
染

め
分

け
る

．

英
名

－
s
a
p
p
a
n
で

マ
レ

ー
語

の
s
ep
a
n
g
に

由
来

し
，

通
常

s
a
p
p
a
n
w
o
o
d
と

表
記

さ
れ

る
中

国
名

－
s
a
p
an
g
に

由
来

s
a
p
p
a
n
w
o
o
d
と

表
記

さ
れ

る
．

中
国

名
－
s
a
p
an
g
に

由
来

．

蘇
木

と
は

な
に

か

ไม
ฝา
ง 
(
m
ai
-f
an
g)

『
歴

代
宝

案
』
（
第

一
集

）
（
1
,
0
4
7
通

）
で

は
，

「
蘇

木
」
と

い
う

語
彙

が
，
2
4
8
回

に
も

わ
た

り
頻

繁
に

出
現
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ア
ユ

タ
ヤ

王
国

の
官

売
買

貿
易

「
近

ご
ろ

三
仏

斉
国

旧
港

（パ
レ

ン
バ

ン
）
の

公
幹

に
差

住
し

て
回

来
せ

る
正

使
歩

馬
結

制
等

の
告

称
に

拠
る

に
，

旧
港

に
在

り
て

，
偶

々
暹

羅
国

の
船

隻
あ

り
．

来
人

の
言

説
す

る
に

前
年

の
間

，
管

事
の

頭
目

は
国

王
の

之
を

責
む

る
を

蒙
り

て
，

管
事

を
立

つ
る

は
已

に
お

わ
る

」
[
沖

縄
県

1
9
9
7
:
3
8
2
]

官
売

買
の

貿
易

統
制

は
，
1
43
0
年

に
中

止
さ

れ
た
(
!
?
)

官
買

中
止

を
請

う
咨

文
－
1
4
3
2年

以
降

，
1
46
9
年

ま
で

咨
文

2
年

（
正

統
7
年

）
ま

で
約

10
年

間
続

く
．

H
u
T
i
m
e
に

よ
る

琉
球

・
暹

羅
間

の
「

咨
文

」
■
K
i
n
g
 o
f
 R
y
u
k
y
u
 

r
e
q
u
e
st
e
d 
t
o

K
i
n
g
 o
f
 S
i
a
m
 

[
N
o
t
e
]

■
T

b
S

d
■
T
o
 b
u
y
 S
a
p
p
a
n
wo
od
 

a
n
d
 p
e
p
p
e
r
s

■
T
o
 p
a
y
 t
r
i
b
u
t
e 
f
o
r
 

M
i
n
g
 D
y
n
a
s
t
y

明
日

本

蘇
木

・
胡

椒

暹
羅 礼

物
織

物
・

反
物
・

陶
磁

器

琉
球

1
4
3
0
年

琉
球

・
明

・
暹

羅
間

に
お

け
る

モ
ノ

の
＜

う
ご

き
＞

情
報

学
の

視
点

か
ら

み
た

琉
球

船
と

モ
ノ

の
＜

う
ご

き
＞

歴
史

的
事

実
に

お
け

る
判

断
と

論
点

が
よ

り
鮮

明
に

仮
説

の
検

証
小

葉
田

淳
（
こ

ば
た

あ
つ

し
）
『
中

世
南

島
通

交
貿

易
史

の
研

究
』
刀

江
書

院
，
19
6
8
 

（
文

化
功

労
者

,
 学

士
院

会
員

，
日

本
鉱

山
史

の
研

究
で

有
名

）

資
料

・
記

述
間

の
リ

ン
ク

・関
連

性
の

可
視

化
（時

空
間

の
視

点
を

含
む

）

”
H
u
Ti
me
”

世
界

で
の

琉
球

船
の

俯
瞰

か
ら

(
1
)
暹

羅
国

に
お

け
る

官
売

買
貿

易
の

廃
止
(
!
?
)

(
2
)
咨

文
に

記
さ

れ
た

礼
物

が
，
1
4
2
5年

か
ら

約
半

世
紀

に
わ

た
っ

て
同

一

(
3
)
明

，
琉

球
，

暹
羅

，
日

本
,
周

縁
諸

国
間

で
の

モ
ノ

の
＜

う
ご

き
＞

(
4
)
東

・
東

南
ア

ジ
ア

へ
の

交
易

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
定

量
的

分
析
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朱
印

船
交

易

朱
印

船
渡

航
先

－
漳

州
，

高
砂

（
台

湾
）
，

毘
耶

宇
（
澎

湖
島

）
，

西
洋

（
澳

門
を

意
味

す
る

ヵ
（
岩

生
）
）
，

安
南

，
東

京
，

順
化

（
現

在
の

フ
エ

）
，

交
祉

，
迦

知
安

（
カ

チ
ヤ

ン
，

現
在

の
ベ

ト
ナ

ム
の

中
部

）
，

占
城

エ
）
，

交
祉

，
迦

知
安

（
カ

チ
ヤ

ン
，

現
在

の
ト

ナ
ム

の
中

部
）
，

占
城

（
ベ

ト
ナ

ム
中

部
の

チ
ャ

ン
パ

）
，

柬
埔

寨
（
カ

ン
ボ

ジ
ア

）
，

田
弾

（
ダ

タ
ン

，
イ

ン
ド

シ
ナ

半
島

の
ひ

と
つ

の
地

．
詳

細
は

不
明

（
岩

生
）
）
，

暹
羅

（
暹

羅
）
，

太
泥

（
パ

タ
ニ

）
，

摩
利

伽
（
マ

ラ
ッ

カ
）
，

呂
宋

，
密

西
耶

（
ミ

サ
イ

ヤ
，
B
i
s
ay
a，

ボ
ル

ネ
オ

）
，

芠
萊

（
ブ

ル
ネ

イ
）
，

摩
陸

（
マ

ロ
ク

，
モ

ル
ッ

カ
諸

島
）

暹
羅

渡
航

数
－
3
5
6
回

の
う

ち
，

計
5
6
回

．

1
6
0
4
年

（
慶

長
9
年

）
～
16

16
年

（
元

和
2
年

）
1
9
5回

の
う

ち
3
6
回

1
6
1
7
年

（
元

和
3
年

）
～
16

33
年

（
寛

永
1
0年

）
1
6
1
回

の
う

ち
2
0
回

東
南
ア
ジ

ア
諸

国
へ
の
朱

印
船

出
帆
回
数

朱
印

船
交
易
ル
ー
ト

17
世

紀
前
半

朱
印

船
の

交
易

品
－

暹
羅

国

輸
入
品

―
蘇

木
，

鹿
皮

，
鮫

皮
，

象
牙

，
鞆
鮫

，
水

牛
角

鉛
錫

竜
脳

血
竭

更
紗

木
綿
縞

籐
珊

瑚
角
，
鉛
，

錫
，

竜
脳
，
血

竭
，
更

紗
，

木
綿
縞

，
籐

，
珊

瑚
珠
，
沈
香

．

輸
出
品

―
銅

，
鉄

，
薬

鑵
，

世
帯

道
具

，
扇
子

，
傘

，
硫
黄
，
樟

脳
，

屏
風

，
畳
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シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
陶
磁
器
が
語
る
交
流

」
（

東
南
ア
ジ
ア
考
古
学
会
）
の
報
告
資

料
[東

南
ア
ジ
ア

考
古

学
会
20
04
]

大
阪

・
堺

，
福

岡
・
博

多
，
大

分
，

長
崎
，
鹿
児
島
，
沖
縄
県
の
各

遺
跡
で
発
掘
さ
れ
た
詳
細
な

考
古

デ
ー
タ

陶
磁
器
の
種
類
，
形
状
，
紋
様

か
ら
産
地
，
生
産
年
代
が
推
定

さ
れ

て
い
る
．

ベ
ト
ナ
ム
中
部
ホ
イ
ア
ン
発
掘

さ
れ
た
発
掘
デ
ー
タ

考
古

発
掘

資
料

を
よ

む

「
産

地
」
対

「
出

土
地

」
の

関
係

発
掘

さ
れ

た
陶

磁
器

の
産

地
と

出
土

地
の

ク
ロ

ス
表

を
作

成
し

発
掘

さ
れ

た
陶

磁
器

の
産

地
と

出
土

地
の

ク
ロ

ス
表

を
作

成
し

，
計

数
化

2
次

元
の

出
土

地
・
産

地
陶

磁
器

交
易

ク
ロ

ス
表

阪
・
堺

環
濠

遺
跡

，
長

崎
の

遺
跡

で
朱

印
船

貿
易

の
開

始
と

共
に

同
年

代
に

製
造

さ
れ

た
ベ

ト
ナ

ム
産

陶
磁

器
の

発
掘

が
上

昇
し

て
お

り
，

朱
印

船
貿

易
の

時
期

に
合

致
し

て
い

る
こ

と
が

判
る

．
こ

の
結

果
，

朱
印

船
貿

易
と

ベ
ト

ナ
ム

産
陶

磁
器

の
輸

入
に

関
係

が
あ

っ
た

と
想

定
さ

れ
る

．

産
地
対
出
土
地

ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
分
析

シ
ー

サ
ッ

バ
ン

チ
ュ
ダ
オ

ハ
ン
ナ

ラ

チ
ャ
ナ

ラ
イ

プ
ー

ン

大
阪

/ 堺
29

3
-

32

産
地

タ
イ

メ
ナ

ー
ム
ノ

イ
ス
コ
タ
イ

ア
ユ
タ
ヤ

そ
の
他

合
計

福
岡

4
3

10
5

-
4

26
出

土
遺

跡
大

分
19

3
 

22
( 日

本
）

長
崎

0
鹿

児
島

18
11

1
-

-
1

31
沖

縄
30

9
7

30
76

合
計

10
0

29
18

5
1

4
30

18
7

東
南

ア
ジ

ア
産

陶
磁

器
産

地
と

輸
送

船
の

関
係
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情
報
学
の
視
点

考
古

発
掘
資
料
を
い

か
に

よ
む

か

「
産

地
」
対

「
出

土
地

」
に

よ
る

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

分
析

（
2
次

元
空

間
）

出
土

年
代

を
時

間
軸

と
す

る
－

時
空

間
と

い
う
3
次

元
空

間
上

で
各

遺
物

の
関

係
と

そ
れ

ら
の

時
間

的
推

移

遺
物

の
種

類
を

主
題

軸
と

考
え

れ
ば

，
4
D-
G
I
S
空

間
上

で
モ

ノ
の

＜
う

ご
き

＞
が

俯
瞰

で
き

る
う

き
俯

瞰
き

る

重
要

課
題

ー
記

録
資

料
の

標
準

化
（
項

目
名

、
項

目
値

な
ど

）

発
掘

資
料

デ
ー

タ
、

及
び

報
告

書
冊

子
体

（
書

誌
情

報
と

し
て

）

「
鎖

国
」

下
の

唐
船

貿
易

永
積

が
オ

ラ
ン

ダ
東

イ
ン

ド
会

社
文

書
の

日
本

関
連

記
録

を
調

査
し

，
そ

れ
に

も
と

づ
い

て
復

元
し

た
『
唐

船
輸

出
入

品
記

録
数

量
一

覧
1
6
3
7
-
1
8
3
3
年

』
（
以

下
、

唐
船

記
録

と
呼

ぶ
）

第
Ⅱ

部
の

唐
船

輸
入

目
録

（A
)

第
Ⅳ

部
付

録
「

A
唐
船

輸
入
品

年
度

別
目

録
」

（
B)

山
脇

に
よ

る
『
長

崎
の

唐
人

貿
易

』
（
以

下
，

貿
易

資
料

と
呼

ぶ
）

[
山

脇
1
9
6
4
]
（
C
)

[
山

脇
1
9
6
4
]
（
C
)

松
浦

に
よ

る
『
江

戸
時

代
唐

船
に

よ
る

日
中

文
化

交
流

』（
以

下
，

商
船

資
料

と
呼

ぶ
）[

松
浦

2
0
0
7
]

唐
船

来
港

船
隻

数
と

総
船

隻
数

(
A
)

1
,
6
7
1
隻

(
B
)

(
C
)

１
,
8
１
5

隻 １
,
3
2
１

隻

1
6
3
4
年

（
寛

永
1
1
年

）
か

ら
1
8
3
3
年

（
天

保
4
年

）
ま

で
の
2
00

年
間

に
来

航
し

た
唐

船
の

船
隻

数
を

計
算

す
る

と
総

船
隻

数
は

，
3
,
9
1
0
隻

に
な

る

浮
き

彫
り

に
な

る
研

究
手

法

資
料
A
，
B
と

資
料
C
に

注
目

1
6
6
4
年

～
1
6
7
2
年

，
17
0
4
年

～
1
7
20

年
年

年
，

年
年

来
航

船
隻

数
が

資
料

C
に

現
れ

る
が

，
資

料
A，

Bに
は

な
い

．

な
ぜ

か
．

研
究

過
程

－
資

料
A
，
B
の

刊
行

，
資

料
Cよ

り
約
2
0
年

以
上

後

永
積

－
唐

船
記

録

山
脇

の
唐

人
貿

易
の

研
究

が
先

行
研

究
，

そ
の

箇
所

の
採

録
，

分
析

を
避

け
た
(
!
?
)．

永
積

は
，

オ
ラ

ン
ダ

の
史

料
に

注
目

，
17

09
年

か
ら
17

14
年

は
自

ら
の

唐
船

記
録

に
は

採
録

し
な

か
っ

た
．
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永
積

：
唐

船
資

料
と

山
脇

：
貿

易
資

料
を

よ
む

近
世

に
唐

船
は

何
隻

が
来

航
し

た
か

A
（
1
,
6
7
1
隻

）
，
B
（
1
,
8
1
5
隻

）
，

資
料
C
（
1
,
3
1
7
隻

）

最
大

値
－
1
6
3
3
年

～
1
8
3
3
年

の
約
2
0
0
年

間
最

大
値

－
1
6
3
3
年

～
1
8
3
3
年

の
約
2
0
0
年

間
3
,
9
1
0
隻

の
来

航
．

資
料
D

松
浦

章
.
 
2
0
0
7
.
『
江

戸
時

代
唐

船
に

よ
る

日
中

文
化

交
流

』
思

文
閣

出
版

．

1
6
4
8
年

～
1
7
1
5
年

デ
ー

タ
の

欠
落

が
な

い
．

長
崎

で
の

来
航

数
に

み
る

唐
船

船
隻

数

最
大

値
－

唐
船

来
航

総
数

は
5
,
4
2
9
隻

資
料
A
，
B
，
C
で

の
欠

落
－

資
料
D
に

よ
る

補
完

資
料
D
出

所
－

『
長

崎
実

録
大

成
』
，

『
長

崎
志

続
編

』
，

『
割

符
留

帳
』

[
松

浦
2
0
0
7
]
．

中
国

沿
海

・
東

南
ア

ジ
ア

か
ら

の
来

航

1
6
3
0
年

頃
～

1
6
6
5
年

頃
：

安
海

（
18
9
隻

）
，
温
州
（
2

隻
）

，
広

州
（

3
隻

）
，
広

南
（

50
隻

）
，
沙

埕
（

7
隻
）

，
舟
山
（

2
4
隻

）
，
泉

州
（

1
3隻

）
，
南

京
（

9
0隻

）
，
福

建
・

福
州
（

8
4
隻

）
，
漳

州
（

5
5隻

）
，
台

湾
（

3
隻
）

1
7
3
5
年

以
降

：
厦

門
（
3
1
隻
）

，
広
東
（
3
6
隻
）

，
定
海

（
1
9
隻
）

，
乍

浦
（

31
0
隻

）
，
寧
波
（
5
2
隻

）
，
台
湾
（
1

隻
）

，
N
－

番
船

（
4
5
3
隻

）

1
6
4
5
年

頃
～

1
7
7
0
年

頃
：

南
京
船

（
9
0
隻
）

1
6
4
5
年

頃
～

1
7
7
0
年

頃
：

南
京
船

（
9
0
隻
）

東
南

ア
ジ

ア
か

ら
は

，
咬

�
吧

，
暹

羅
，

安
南

，
交

趾
，

大
泥

，
東

京
，

柬
埔

寨
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唐
船
交
易
ル
ー
ト

17
世

紀
初
頭
か
ら
19

世
紀
中

頃
東

南
ア

ジ
ア

諸
国

か
ら

の
来

航
船

唐
船

輸
入

主
要

品
目

と
経

年
変

化

年
別

1
6
5
2

1
6
6
2

1
6
8
1

1
7
1
1

1
7
5
4

1
7
9
5

1
8
2
0

輸
入

品
目

（
単

位
）

承
応

1年
寛

文
2年

天
和

1年
正

徳
1年

宝
暦

4年
寛

政
7年

文
政

3年

絹
糸

類
（
斤

）
2
5
4
,4

8
1
 

3
6
2
,6

6
5
 

1
7
9
,2

9
2
 

5
0
,2

7
6
 

3
1
,8

7
5
 

0
*
1

3
,0

0
0
 

反
物

・
織

物
類

（
反

）
1
1
6
,0

5
6
 

2
1
6
,6

8
5
 

1
0
1
,8

4
0
 

2
0
2
,1

4
9
 

1
3
6
,4

1
1
 

1
1
2
,4

1
0
 

3
1
,1

3
2
 

砂
糖

類
(斤

）
1
,2

3
6
,0

0
0
 

3
,9

3
3
,3

9
3
 

2
,6

0
0
,3

3
2
 

4
,4

7
5
,4

9
0
 

2
,1

8
0
,8

2
0
 

3
,0

2
7
,7

8
1
 

2
,5

4
8
,0

3
3
 

薬
種

（
斤

）
2
2
9
,6

8
5
 

1
3
2
,7

1
2
 

1
2
7
,2

2
5
 

7
7
8
,7

6
0
 

1
,7

0
2
,3

1
2
 

8
3
2
,7

8
2
 

6
3
2
,7

2
0
 

蘇
木

類
（
斤

）
1
5
0
,3

9
4
 

3
7
8
,0

2
0
 

6
9
2
,3

2
9
 

5
7
0
,8

1
7
 

4
3
8
,7

0
0
 

3
6
3
,0

7
1
 

2
7
2
,9

4
0
 

近
世

日
本

の
お

も
な

出
来

事

1
6
5
2
年

（
慶

安
5
年

）
－

糸
割

符
・
パ

ン
カ

ド
取

引
廃

止
の

直
前

鄭
氏

一
族

の
活

躍
し

て
い

た
年

代
，

1
6
6
2
年

（
寛

文
元

年
）
－

相
対

貿
易

1
6
6
2
年

（
寛

文
元

年
）

相
対

貿
易

．
1
6
8
1
年

（
延

宝
9
年

）
－

市
法

売
買

，
定

高
貿

易
に

推
移

す
る

直
前

1
7
1
1
年

（
正

徳
元

年
）
－

定
高

貿
易

の
初

期
の

頃
．

山
脇

が
詳

細
な

輸
入

品
デ

ー
タ

を
掲

載
し

て
い

る
．

1
7
5
4
年

（
宝

暦
4
年

）
－

第
9代

将
軍

家
重

の
時

代
，

第
8
代

将
軍

吉
宗

の
「
享

保
の

改
革

」
（
1
7
1
6
年

～
1
7
4
5
年

）
増

税
策

・
一

揆
吉

宗
－

蘇
木

と
深

い
関

わ
り

1
7
9
5
年

（
寛

政
7
年

）
松

平
定

信
「寛

政
改

革
（1
78
7年

か
ら

1
7
9
5
年

（
寛

政
7
年

）
－

松
平

定
信

「寛
政

の
改

革
」
（1
78
7年

か
ら

1
7
9
3
年

）
の

直
後

1
8
2
0
年

（
文

政
3
年

）
－

「
天

保
の

改
革

」
1
8
2
5
年

（
文

政
8
年

）
－

「
異

国
船

打
払

令
」
．
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蘇
木

・
シ

ャ
ム

蘇
木

の
輸

入
蘇

木
の

輸
入

量
の

経
年

変
化

と
出

帆
地

1
6
3
3
年

～
1
8
3
3
年

ま
で

の
2
0
0年

間

輸
入

さ
れ

た
蘇

木
等

染
料

類
の

総
量

－
約

2千
6百

万
斤

．

蘇
木

－
約

2
千

2
6
万
6
千

斤
（約

7
8％

）

シ
ャ

ム
蘇

木
－

約
6
8万

1千
斤

（
約

2.
6％

）

蘇
木

輸
入

の
年

次
変

化
を
Hu

Ti
m
eで

み
る

．

蘇
木

が
ど

の
出

帆
地

か
ら

の
唐

船
で

も
た

ら
さ

れ
た

か
．

輸
入

量
－

1
6
5
0
年

～
16
6
0
年

頃
，
17
4
0
年

か
ら
1
7
5
0年

頃
，

1
7
8
0
年

1
8
2
0
年

頃
輸

入
量

多
時

期
概

ね
3
期

1
7
8
0
年

～
1
8
2
0
年

頃
輸

入
量

の
多

い
時

期
概

ね
3
期

．

蘇
木

の
出

港
地

は
，

中
国

沿
海

，
暹

羅
か

ら
の

輸
入

が
圧

倒
的

な
量

を
占

め
た

．

蘇
木

・
シ

ャ
ム

蘇
木

輸
入

と
染

料

蘇
木

の
利

用
－

茜
染

を
古

式
の

も
の

に
戻

す
．

蘇
木

全
体

の
輸

入
量

蘇
木

体
輸

入
量

1
7
3
5
年

～
17

42
年

の
間

「
鎖

国
」
下

，
記

録
の

あ
る
1
54

年
間

の
総

輸
入

量
の

約
9
.
2
％

に
あ

た
る
1
86

万
斤

の
輸

．

シ
ャ

ム
蘇

木
－

同
期

間
の

8年
間

に
総

輸
入

量
の

約
54
.
1％

に
あ

た
る
3
6
万
8
千

斤
の

輸
入

．

暹
羅

国
を

産
地

と
す

る
蘇

木
の

品
質

の
良

さ

唐
船

記
録

の
品

目
で

一
般

の
蘇

木
と

区
別

さ
れ

た
シ

ャ
ム

蘇
木

唐
船

記
録

の
品

目
で

一
般

の
蘇

木
と

区
別

さ
れ

た
シ

ャ
ム

蘇
木

小
葉

田
や

山
脇

の
南

東
通

交
研

究
で

言
及

シ
ャ

ム
産

の
蘇

木
が

伝
統

的
な

茜
染

を
駆

逐
し

た
．

第
8代

将
軍

吉
宗

の
染

料
研

究
へ

の
こ

だ
わ

り

財
政

再
建

へ
の

取
組

み
，

江
戸

三
大

改
革

の
ひ

と
つ

「
享

保
の

改
革

」

「
江

戸
中

期
の

幕
府

の
小

納
戸

方
役

人
．

名
は

直
方

．
将

軍
徳

川
吉

宗
か

ら
1
7
2
9
年

（
享

保
1
4年

）
吹

上
御

苑
に

設
け

ら
れ

た
染

殿
で

宗
か

ら
1
7
2
9
年

（
享

保
1
4年

）
，

吹
上

御
苑

に
設

け
ら

れ
た

染
殿

で
，

後
藤

縫
殿

助
ら

と
共

に
延

喜
式

の
古

法
を

復
活

し
て

正
式

の
色

相
を

染
め

出
す

こ
と

を
命

ぜ
ら

れ
，

苦
心

研
究

の
結

果
，

黄
櫨

綾
,
黄

丹
綾

，

深
紫

綾
，

．
.
.
（
中

略
）
，

，
1
9
種

の
色

相
の

復
元

．

染
め

た
色

見
本

は
『
式

内
染

鑑
』
と

し
て

幕
府

の
文

庫
に

納
め

ら
れ

た

『
徳

川
実

記
』
有

徳
院

殿
御

実
記

付
録

巻
1
7

そ
れ

ま
で

の
蘇

芳
を

用
い

た
茜

染
な

ど
が

本
来

の
茜

染
に

復
し

，
や

や
乱

れ
て

い
た

民
間

染
色

も
是

正
さ

れ
る

な
ど

伝
統

染
色

の
復

興
保

存
に

大
き

な
功

績
を

残
し

た
．

（
山

辺
友

行
）
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蘇
木

輸
入

が
増

加
す

る
時

期

2
回

目
に

あ
た

る
「
寛

政
の

改
革

」の
時

期
．

1
7
8
7
年

～
17

93
年

第
8
代

将
軍

吉
宗

の
改

革
を

模
範

老
中

松
平

1
7
8
7
年

～
17

93
年

第
8
代

将
軍

吉
宗

の
改

革
を

模
範

，
老

中
松

平
定

信
.

蘇
木

輸
入

量
の

増
加

国
内

－
紅

花
の

出
荷

量
1
8
0
0
年

（
寛

政
1
2
年

）
に

増
加

．

3
大

改
革

期
に

は
厳

重
な

倹
約

令
，

武
士

の
華

美
な

生
活

や
町

人
・
百

姓
の

日
常

生
活

の
隅

々
ま

で
及

ぶ
細

か
な

規
制

が
行

わ
れ

た
．

蘇
木

の
輸

入
量

増
大

は
，

民
衆

の
日

常
的

な
質

素
な

衣
装

類
の

染
料

と
し

て
重

宝
さ

れ
て

い
た

の
で

は
な

い
か

と
も

考
え

ら
れ

る
．

蘇
木

の
薬

種
利

用
と

薬
種

輸
入

の
特

徴

蘇
木

は
，

生
薬

と
し

て
の

効
能

．
止

血
作

用
，

鎮
痛

作
用

が
あ

り
，

抗
炎

症
，

通
経

，
鎮

痛
薬

と
し

て
閉

経
腹

痛
月

経
不

順
打

撲
傷

な
ど

に
用

い
ら

れ
る

撲
傷

な
ど

に
用

い
ら

れ
る

．

長
崎

大
学

薬
学

部
の

報
告

（
20
0
7
）

近
世

日
本

の
梅

毒

「
当

時
，

梅
毒

の
治

療
薬

と
し

て
は

山
帰

来
（
国

産
品

は
土

茯
苓

と
呼

ば
れ

る
）
が

広
く
用

い
ら

れ
た

．
江

戸
時

代
，

多
く
の

薬
が

中
国

か
ら

長
崎

に
輸

入
さ

れ
て

い
た

が
最

も
多

く
輸

入
さ

れ
た

の
が

山
帰

来
で

あ
崎

に
輸

入
さ

れ
て

い
た

が
，

最
も

多
く
輸

入
さ

れ
た

の
が

山
帰

来
で

あ
る

．
」

1
7
5
4
年

（
宝

暦
4年

）
に

は
お

よ
そ
4百

ト
ン

の
輸

入
，

そ
の

年
の

中
国

船
に

よ
る

輸
入

薬
物

の
4
6％

に
相

当
．

こ
の

量
は
90

万
人

以
上

の
患

者
1
ヶ

月
分

の
用

量
に

当
た

る
と

推
測

さ
れ

て
い

る
」

薬
種

輸
入

情
報

学
の

視
点

新
た

な
知

見
を

得
る

機
会

に

歴
史

の
実

態
と

し
て

は
ど

の
よ

う
に

よ
め

ば
よ

い
か

近
世

唐
船

貿
易

の
約

2
00

年
間

－
実

際
に

来
港

し
た

船
隻

数
は
(
?)

浮
き

彫
り

に
な

る
研

究
手

法

永
積

：
唐

船
記

録
と

山
脇

：
貿

易
資

料
の

関
係

”
H
u
T
i
m
e
”

世
界

で
の

写
像

交
易

品
の

品
目

数
量

と
共

に
歴

史
年

表
や

事
象

を
同

時
に

配
列

す
交

易
品

の
品

目
，

数
量

と
共

に
歴

史
年

表
や

事
象

を
同

時
に

配
列

す
る

こ
と

で
歴

史
的

背
景

の
知

見
を

得
る

機
会

．

第
8
代

将
軍

吉
宗

の
染

料
研

究
へ

の
こ

だ
わ

り

感
染

症
が

流
行

し
た

事
実
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地
上

空
間
理
解
か
ら
時
空
間
理
解
へ
の
展
開

地
域
に
生
起
す
る
事
象
：
4D
-G
IS

空
間
上
で
の
俯
瞰

地
表

広
域

ハ
ノ

イ
圏

ハ
ノ

イ
圏

地
下

時
間

4
次

元
時

空
間

分
析

と
地

域
情

報
学

的
解

明
モ

デ
ル

：
事

象

地
域

情
報

マ
ッ

ピ
ン

グ
過

程

ご
静

聴
を

有
り

難
う
ご
ざ

い
ま
し
た

発表資料－報告１（柴山）
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情
解

時
空

間
情
報

解
析

ツ
ー

ル
H

uM
ap

の
現

状

京
都

大
学

地
域

研
究

統
合

情
報

セ
ン

タ
ー

原
正

一
郎

H
uM

ap
の

概
要

時
間

情
報

も
扱

え
る
空

間
情

報
処

理
ツ

ー
ル

初
版

は
E

C
A

Iと
シ

ド
ニ

ー
大
学

Ti
m

eM
ap

Pr
oj

ec
tが

開
発

し
た

i
が

ベ
Ti

m
eM

ap
が

ベ
ー

ス
•

Ti
m

eM
ap
は
時
間
情
報
を
処
理
で
き
る
優
れ
た
特
徴
が
あ
る

•
可
視

化
ツ
ー
ル
に
す
ぎ
ず
，
空
間
情
報
処
理
ツ
ー
ル
と
し
て
の
機
能
は
限
定
さ

れ
て

い
た

•
Ti

m
eM

ap
の
特
徴
を
生
か
し
つ
つ
基
本
的
な
空
間
分
析
，
デ
ー
タ
ク
リ
ア
リ
ン

グ
ハ

ウ
ス
や
外
部
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
と
の
連
携
な
ど
の
機
能
を
追
加

•
現
在
の

H
uM

ap
の
ソ
ー
ス
コ
ー

ド
は
完
全
に
オ
リ
ジ
ナ
ル

現
在

H
uM

ap
ソ

ド
は

完
全
に
オ
リ

ナ

特
徴

①
フ
リ
ー
ツ
ー
ル
：
サ
ー
バ
か
ら
無
料
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

②
分
析
ツ
ー
ル
：
単
な
る
可
視
化
ツ
ー
ル
で
は
な
く
基
本
的
な
時
空
間
分
析
機
能

を
持

っ
て
い
る
。

③
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
非
依
存
：

Ja
va
言
語
を
用
い
て
開
発
さ
れ
た
ク
ラ
イ
ア
ン

ト
用

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
で
あ
る
た
め
，
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
依
存
し
な
い
。

H
uM

ap
の

帰
納

的
な

特
徴

1.
複

数
の
レ
イ
ヤ
を
重
ね
合
わ
せ
て
空
間
情
報
を
可
視
化
す

る
機
能

2.
基

本
的
な
デ
ー
タ
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
と
し
て
、
時
空
間
デ
ー

タ
用
に

C
SV

, E
SR

I-
Sh

ap
ef

ile
，

画
像
用
に

JP
EG

20
00

, J
PE

G
, G

IF
, T

IF
F,

 P
N

G
へ

対
応
し
て
い
る

3
デ

タ
ビ

上
に
お
け
る
図
形

の
ズ

ム
イ

ン
ズ

ム
ア

ウ
ト
機
能

3.
デ

ー
タ
ビ

ュ
ー
上
に
お
け
る
図
形

の
ズ
ー
ム
イ

ン
・
ズ

ー
ム
ア
ウ
ト
機
能

4.
デ

ー
タ
ビ
ュ
ー
上
の
指
定
し
た
時
空
間
内
に
あ
る
フ
ィ
ー

チ
ャ
を
図
形
的
に
検
索
・
表
示
す
る
機
能

5.
指

定
し
た
条
件
（
簡
易
検
索
お
よ
び

SQ
L検

索
）
を
満
た
す
フ
ィ
ー
チ
ャ
を
検
索
・
表
示
す
る
機
能

6.
基

本
的
な
レ
イ
ヤ
間
論
理
演
算
機
能
（
ユ
ニ
オ
ン
，
イ
ン

タ
ー
セ
ク
ト
，
マ
ー
ジ
，
ク
リ
ッ
プ
）

7.
複

数
の
投
影
座
標
系
へ
の
対
応

8.
基

本
的
な
空
間
演
算
機
能
（
指
定
さ
れ
た
点
列
間
の
距
離

・
面
積
・
重
心
の
計
算
，
デ
ィ
ゾ
ル
ブ
，

バ
ッ

フ
ァ
）

9.
コ

ロ
プ
レ
ス
マ
ッ
プ
機
能

10
ヒ

ス
ト
グ
ラ
ム
表
示
機
能

10
.
ヒ

ス
ト
グ
ラ
ム
表
示
機
能

11
.
フ

ィ
ー
チ
ャ
に
関
し
た
外
部
情
報
へ
の

U
R

Lを
介
し
た
ア

ク
セ
ス
機
能

12
.
主

題
地
図
，
主
題
年
表
，
画
像
，
時
空
間
処
理
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
を
蓄
積
し
た
デ
ー
タ
ク
リ
ア
リ
ン
グ

ハ
ウ

ス
で
あ
る

H
uS

er
ve

rと
連
携
し
、
情
報
資
源
共
有
化
を
実
現
す
る
機
能

13
.
ア

ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
機
能
（
フ
ィ
ー
チ
ャ
の
動
態
を
時
系
列

的
に
表
示
す
る
機
能
）

14
.
ア

ノ
テ
ー
シ
ョ
ン
機
能
（
デ
ー
タ
ビ
ュ
ー
上
に
お
い
て
，

レ
イ
ヤ
上
の
任
意
の
領
域
に
文
書
情
報
を
追

加
し

，
そ
れ
ら
を
検
索
・
表
示
す
る
機
能
）

15
.
ラ

ッ
キ
ン
グ
機
能
（
特
定
の
フ
ィ
ー
チ
ャ
の
移
動
を
時
系

列
的
に
追
跡
・
表
示
す
る
機
能
）

H
uM

ap
の

概
要

メ
バ

ツ
ル

バ

デ
ー

タ
ビ

ュ
ー

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

ビ
ュ

ー

レ
イ

ヤ
プ

ロ
パ

テ
ィ

タ
イ

ム
ス

ラ
イ

ダ

メ
ニ

ュ
ー

バ
ー

ツ
ー

ル
バ

ー

タ
イ

ム
ス

ラ
イ

ダ

ス
テ

ー
タ

ス
バ

ー
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C
SV

フ
ァ

イ
ル

の
適

用

ID
日

付
L

at
.

L
on

.

メ
タ

デ
ー
タ

編
集

デ
ー

タ
タ

イ
ト

ル

空
間

範
囲

時
間

デ
ー

タ
フ

ィ
ー

ル
ド

指
定

時
間

属
性

指
定

（
時

点
）

フ
ァ

イ
ル

形
式

座
標

系
フ

ァ
イ

ル
名

座
標

系
フ

ァ
イ

ル
名

空
間

デ
ー

タ
フ

ィ
ー

ル
ド

指
定

描
画

属
性
編

集

フ
ィ

ー
チ

ャ
ー

表
示

属
性

フ
ィ

ー
チ

ャ
ー

選
択

時
表

示
属

性

発表資料－報告２（原）
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C
SV

デ
ー

タ
の

表
示

画
面

コ
ロ

プ
レ
ス

作
成
例

SQ
L
検

索
例

バ
ッ

フ
ァ
操

作

発表資料－報告２（原）

45



ト
ラ

ッ
キ
ン

グ
操
作

ト
ラ

ッ
キ
ン

グ
操
作

•
R

aw
 D

at
a 

of
 G

PS
 C

am
er

as
 (E

X
IF

 F
or

m
at

)
C

tt
C

SV
D

t

デ
ー

タ
作
成

例

•
C

on
ve

rt
 to

 C
SV

 D
at

a
•

A
pp

ly
 C

SV
 D

at
a 

to
 G

IS
 T

oo
ls

歴
史

史
の

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

化
－

歴
史

地
震

史
料

の
例

－
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デ
ジ

タ
ル

翻
刻

E
ar

th
qu

ak
e

N
am

e
So

ur
ce

H
ea

de
r

R
ec

or
d

E
ar

th
qu

ak
e

N
am

e

G
en

er
al

 
D

es
cr

ip
tio

n

X
M

L
テ

キ
ス

ト
<?
xm

l v
er
si
on

="
1.
0"
 e
nc
od

in
g=
"S
hi
ft
_J
IS
"?
>

<?
xm

l‐s
ty
le
sh
ee
t
ty
pe

="
te
xt
/x
sl
" 
hr
ef
="
./
Cl
as
si
cE
ar
th
qu

ak
e‐
Ex
t.
xs
l"
?>

<!
D
O
CT

YP
E 
Cl
as
si
cE
ar
th
qu

ak
e
SY
ST
EM

".
/C
la
ss
ic
Ea
rt
hq

ua
ke
Si
m
pl
e_
ve
r3
.d
td
"[
]>
<C

la
ss
ic
Ea
rt
hq

ua
ke
>

<V
ol
um

e 
vo
l=
"Z
O
TE
I“
><
H
ea
de

r>
<t
it
le
St
m
t>
増

訂
大

日
本

地
震

史
料
</
ti
tle

St
m
t>
</
H
ea
de

r>
<E
ar
th
qu

ak
e 
pa
ge
="
22

8"
>

H
d

il
S

明
應

七
年

八
月

二
十

五
日

（
西

暦
14

98
9
20

）
/
il

S
/H

d
<H

ea
de

r>
<t
itl
eS
tm

t>
明

應
七

年
八

月
二

十
五

日
（

西
暦

14
98

,9
,2
0）

</
tit
le
St
m
t>
</
H
ea
de

r>
<E
.ID

>1
49

80
92

0<
/E
.ID

><
J.D

at
e>

明
應

七
年

八
月

二
十

五
日
</
J.D

at
e>
<S
.D
at
e
ty
pe

="
G
re
go
ri
an
">
14

98
09

20
</
S.
D
at
e>

<E
.D
es
cr
ip
tio

n>
<s
ec
tio

n>
伊

勢
、
<g
ai
ji
se
t=
“m

oj
ik
yo
” 
co
de

=“
06

73
22

”>
紀
</
ga
iji
>伊

、
<g
ai
ji
se
t=
“d
ai
ka
nw

a”
 

co
de

=“
03

90
47

”>
遠
</
ga
iji
>江

、
三

河
、

駿
河

、
甲

斐
、

相
模

、
伊

豆
諸

國
、

地
大

ニ
震

ヒ
、

瀕
<g
ai
ji
se
t=
“d
ai
ka
nw

a”
 

co
de

=“
01

75
03

”>
海
</
ga
iji
>ノ

國
ハ

津
浪

ノ
害

ヲ
<g
ai
ji
se
t=
“m

oj
ik
yo
” 
co
de

=“
07

52
58

”>
蒙
</
ga
iji
>リ

、
就

中
伊

勢
國

大
湊
ニ
テ
ハ
家

千
軒

押
シ

流
サ

レ
五

千
人
<g
ai
ji
se
t=
“d
ai
ka
nw

a”
 c
od

e=
“0
17

99
0”
>溺

</
ga
iji
>死

ス
、

マ
タ

鎌
倉

由
比

浜
ニ

テ
ハ
水
勢
大

佛
殿

ニ
及

ビ
二

百
人
<g
ai
ji
se
t=
“d
ai
ka
nw

a”
 c
od

e=
“0
17

99
0”
>溺

</
ga
iji
>死

セ
リ

、
是

日
、

都
、

奈
良

及
ビ

陸
奥
國
<g
ai
ji
se
t=
“m

oj
ik
yo
” 
co
de

=“
06

67
97

”>
會
</
ga
iji
>津

モ
強

ク
震

ヒ
、

<g
ai
ji
se
t=
"m

oj
ik
yo
" 
co
de

="
05

47
22

">
餘
</
ga
iji
>動

月
ヲ

重
ネ

タ
リ

、
</
se
ct
io
n>

</
E.
D
es
cr
ip
tio

n>
<E
.S
ou

rc
es

pa
ge
="
22

8"
>

<H
ea
de

r>
<t
itl
eS
tm

t>
〔

御
湯

殿
の

上
の

日
記

〕
</
tit
le
St
m
t>
</
H
ea
de

r>
<E
.ID

>1
49

80
92

0<
/E
.ID

><
So
ur
ce
.ID

>0
00

00
34

8<
/S
ou

rc
e.
ID
>

<S
ou

rc
e
Re

co
rd

pa
ge
="
22

8"
>

<S
ou

rc
e.
Re

co
rd

pa
ge
=
22

8
>

<R
ec
or
d.
ID
>0
00

03
73

3<
/R
ec
or
d.
ID
><
E.
ID
>1
49

80
92

0<
/E
.ID

><
So
ur
ce
.ID

>0
00

00
34

8<
/S
ou

rc
e.
ID
>

<J
.D
at
e>
明
應

七
年

八
月

廿
五

日
</
J.D

at
e>

 <
S.
D
at
e
ty
pe

="
G
re
go
ri
an
"/
>

<R
ec
or
d.
D
es
cr
ip
tio

n>
<s
ec
tio

n>
<r
ub

y>
<r
b>

廿
五
</
rb
><
rt
>（

明
応

七
年

八
月

）
</
rt
><
/r
ub

y>
日

、
け

さ
<r
ub

y>
<r
b>

ち
し
ん
</
rb
><
rt
>（

地
震

）
</
rt
><
/r
ub

y>
け

う
＼

／
し

う
ゆ

る
、

し
ょ

ゆ
へ

の
御

い
の

り
の

事
、

ふ
行

に
お

ほ
せ

い
た

さ
る
ゝ
、
</
se
ct
io
n>

</
Re

co
rd
.D
es
cr
ip
tio

n>
</
So
ur
ce
.R
ec
or
d>

<S
ou

rc
e.
Re

co
rd

pa
ge
="
22

8"
>

<R
ec
or
d.
ID
>0
00

03
73

4<
/R
ec
or
d.
ID
><
E.
ID
>1
49

80
92

0<
/E
.ID

><
So
ur
ce
.ID

>0
00

00
34

8<
/S
ou

rc
e.
ID
>

<J
.D
at
e>
明
應

七
年

八
月

廿
六

日
</
J.D

at
e>

 <
S.
D
at
e
ty
pe

="
G
re
go
ri
an
"/
>

<R
ec
or
d.
D
es
cr
ip
tio

n>
<s
ec
tio

n>
廿

六
日

、
（

中
略

）
け

ふ
も

ち
し

ん
ち

と
ゆ

る
、
</
se
ct
io
n>

</
Re

co
rd
.D
es
cr
ip
tio

n>
</
So
ur
ce
.R
ec
or
d>

 ・
・

・
・

・
・

・

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

化
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
化

貞
観

地
震
(J
og
an

 E
ar
th
qu

ak
e)

貞
観
11

年
5月

26
日
(J
ul
iu
s:
 8
69

/7
/9
)

D
es
cr
ip
ti
on

 fr
om

 th
e 
Re

so
ur
ce

G
IS

G
IS
を

利
用

し
た

デ
ー

タ
表

示
の

例
を

利
用

し
た

デ
ー

タ
表

示
の

例
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G
IS

G
IS
を

利
用

し
た

デ
ー

タ
分

析
の

例
を

利
用

し
た

デ
ー

タ
分

析
の

例

文
治

元
（

元
暦

二
）

年
七

月
九

日

テ
キ

ス
ト

デ
ー

タ
の

分
析

例

X
M

L 
D

at
a

・
・

・
・
新
町

<B
R

/>
長
屋
廿
四
軒

漆
山

御
蔵

潰
<B

R
/>

右
村
数
三
十
三

ケ
村

也
<B

R
/>

D
ig

ita
l

G
az

et
te

er

Se
le

ct
 

ap
pr

op
ri

at
e 

pl
ac

e

右
村
数
三
十
三

ケ
村

也
<B

R
/>

栃
尾
組

<B
R

/>
椿

沢
村

家
数
百
三
拾
軒
之

処
、

立
家

六
軒

、
死

人
廿

弐
人

〆
<B

R
/>

田
井

村
家
数
百
三
拾
五
軒

之
処

、
立

家
六

軒
、

死
人

拾
七

人
〆

<B
R

/>
太

田
村

家
数
六
拾
八
軒
之

所
、

立
家

弐
軒

、
死

人
拾

七
人

〆
<B

R
/>

悠
久
山
御
社
、
御

本
社

潰
、

石
燈

籠
三

向
計

り
残

、
不

残
た

お
れ

候
よ

し
<B

R
/>

右
<o

ku
ri 

te
xt

="
者

"/
>長

岡
御

役
所

<o
ku

ri 
te

xt
="
江

"/
>達

書
之

写
し

如
斯

<B
R

/>
十
一
月
廿
二
日
、
片

貝
村

佐
藤

佐
平

治
<g

ai
ji 

se
t=

"m
oj

ik
yo

" 
co

de
="

06
96

81
">
〓

</
ga

iji
>本

家
ヘ

申
来

候
ハ

左
之

通
り

B
R

/

G
az

et
te

er

<I
D

> 
N

T
00

05
90

 <
/I

D
>

<史
料

地
名

>太
田

村
（

お
お

だ
）

</
史

料
地

名
>

<現
在

地
名

>見
附

市
太

田
町

</
現

在
地

名
>

<緯
度

>3
7.

50
91

66
67

</
緯

度
>

<経
度

>1
38

.9
64

16
67

</
経

度
Pl

ac
e

N
am

e

R
et

ri
ev

e
D

ig
ita

l G
az

et
te

er

<B
R

/>
三
条
死
人
大
調
、
凡

八
百

拾
八

人
、

外
ニ

在
人

、
旅

人
入

込
候

分
、

死
人

い
ま

だ
不

相
知

由
<B

R
/>
見

附
死

人
百

廿
人

<B
R

/>
今
町

死
人
百

拾
七

人
<B

R
/>

中
ノ
嶋

死
人
三

拾
七

八
人

<B
R

/>
怪
我
人
ハ
不
相
分
候

よ
し

<B
R

/>
〆

<B
R

/>
外
ニ

長
岡
領

<B
R

/>
・

・
・

・
・

X
M

L 
D

at
a

・
・

・
<p

la
ce

 p
id

="
Y

T0
00

61
0"

 re
f=

"Y
T0

00
61

0_
1"

>新
町

</
pl

ac
e>

<B
R/

>
長

屋
廿

四
軒

漆
山

御
蔵
潰

B
R

/

ID
P 
D
at
a 
Se
t 
fo
r 
H
uM

ap

<p
la
ce
 ID

="
N
T0
00

59
0"
>

<R
ef
>N

T0
00

59
0
1<
/R
ef
>

C
re

at
e

L
oc

at
io

n 
 D

at
a

テ
キ

ス
ト

デ
ー

タ
の

分
析

例

長
屋

廿
四
軒

漆
山

御
蔵
潰

<B
R

/>
右

村
数

三
十
三
ケ
村
也

<B
R

/>
栃

尾
組

<B
R

/>
<p

la
ce

 p
id

="
N

T0
00

55
0"

 re
f=

"N
T0

00
55

0_
2"

>椿
沢

村
</

pl
ac

e>
家

数
百
三
拾
軒
之
処
、
立
家
六
軒
、
死
人
廿
弐
人
〆

<B
R

/>
<p

la
ce

 p
id

="
N

T0
00

56
0"

 re
f=

"N
T0

00
56

0_
5"

>田
井

村
</

pl
ac

e>
家

数
百
三
拾
五
軒
之
処
、
立
家
六
軒
、
死
人
拾
七
人
〆

<B
R

/>
<p

la
ce

 p
id

="
N

T
00

05
90

" 
re

f=
" 

N
T

00
05

90
_1

" 
>太

田
村

</
pl

ac
e><R

ef
>N

T0
00

59
0_
1<
/R
ef
>

<R
ef
>N

T0
00

59
0_
2<
/R
ef
>

<史
料
地
名
>太

田
村
（
お
お
だ
）
</
史
料
地
名
>

<現
在
地
名
>見

附
市
太
田
町
</
現
在
地
名
>

<緯
度
>3
7.
50

91
66
67

</
緯
度
>

<経
度
>1
38

.9
64

16
67

</
経
度
>

<家
数
>6
8<
/家

数
>

<皆
潰
>6
6<
/皆

潰
>

<追
潰
>‐
1<
/追

潰
>

<潰
同
様
>‐
1<
/潰

同
様
>

<半
潰
>‐
1<
/半

潰
>

焼
失

1
/焼

失

Pu
t p

la
ce

 ta
g

U
R

L 
to

 G
az

et
te

er

E
di

t
In

te
ns

ity
 D

at
a

家
数

六
拾
八
軒
之
所
、
立
家
弐
軒
、
死
人
拾
七
人
〆

<B
R

/>
悠

久
山
御
社
、
御
本
社
潰
、
石
燈
籠
三
向
計
り
残
、
不
残
た
お

れ
候
よ
し

<B
R

/>
右

<o
ku

ri
te

xt
="
者

"/
>長

岡
御
役
所

<o
ku

ri
te

xt
="
江

"/
>達

書
之
写
し
如
斯

<B
R/

>十
一
月

廿
二

日
、
片
貝
村
佐
藤
佐
平
治

<g
ai

ji
se

t=
"m

oj
ik

yo
" 

co
de

="
06

96
81

">
〓

</
ga

iji
>本

家
ヘ

申
来
候
ハ
左
之
通
り

<B
R

/>
三

条
死
人
大
調
、
凡
八
百
拾
八
人
、
外
ニ
在
人
、
旅
人
入
込
候

分
、
死
人
い
ま
だ
不
相
知

由
<B

R
/>
見
附

死
人

百
廿
人

<B
R

/>
今
町

死
人

百
拾
七
人

<B
R

/>
中

ノ
嶋

死
人

三
拾
七
八
人

<B
R

/>
・
・
・
・
・

<焼
失
>‐
1<
/焼

失
>

<被
害
無
>‐
1<
/被

害
無
>

<痛
>‐
1<
/痛

>
<即

死
>1
7<
/即

死
>

<家
屋
倒
壊
率
>9
7<
/家

屋
倒
壊
率
>

<家
屋
被
害
率
>‐
1<
/家

屋
被
害
率
>

<死
者
発
生
率
>2
5<
/死

者
発
生
率
>

<推
定

震
度
_T
>7
</
推
定

震
度
_T
>

</
pl
ac
e>

L
ar

ge
In

te
ns

ity

テ
キ

ス
ト

デ
ー

タ
の

分
析

例

L
ar

ge
 In

te
ns

ity
 

A
re

a

A
ct

iv
e 

Fa
ul

t 
A

re
a
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中
国
に
お
け
る
日
本
住
血
吸
虫
症
史
研
究

へ
の
H
uT
im

eの
利
用

へ
の
H
uT
im

eの
利
用

福
士

由
紀

・
東

城
文

柄
・
顧

雅
文

・

西
田
涼
子

・
駒
野
恭
子

・
門
司

和
彦
・
飯
島
渉

西
田
涼
子

・
駒
野
恭
子

・
門
司

和
彦
・
飯
島
渉

（
総

合
地

球
環

境
学

研
究

所
）

RI
H
N
 E
co
he

al
th

Pr
oj
ec
t

“E
nv
iro

nm
en

ta
l C
ha
ng
e 
an
d 
In
fe
ct
io
us
 D
is
ea
se
 in

 T
ro
pi
ca
l A

si
a”
”

(P
I: 
pr
of
. D

r. 
K.
 M

oj
i)

En
vi
ro
nm

en
ta
l 

Ch
an
ge

In
fe
ct
io
us
 

di
se
as
e

H
ow

 g
lo
ba
l e
nv
iro

nm
en

ta
l c
ha
ng
e 
w
ill
 a
ffe

ct
 

hu
m
an

 w
el
l‐b

ei
ng

环
境
变
化
如
何
影
响

到
人

类
的

健
康

环
境
变
化
如
何
影
响

到
人

类
的

健
康

Re
se
ar
ch
 P
ro
gr
am

s 
fo
r 
th
e 
Pr
oj
ec
t

1.
La
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PD

R
1.

So
ng
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ha
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Pr
oj
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+

2.
Xe
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oj
ec
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p
j

/
y
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So
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A
si
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M
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D
ha
ka
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D
D
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nd
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 U
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v.
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rh
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2.
W
or
k 
w
ith

 M
O
H
FW

, I
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A
B:
 F
ila
ri
as
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, R
ab
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s,
 R
ot
a 
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ru
s 
 

3.
Yu
nn

an
, C

hi
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1.
W
or
k 
w
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 Y
H
D
RA

: H
IV
/A
ID
S,
 C
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m
un

ity
 e
nv
iro

nm
en
ta
l 

h
lh

he
al
th

2.
H
is
to
ry
 S
tu
di
es
: m

al
ar
ia
, s
ch
is
to
so
m
ia
si
s,
 h
ea
lth

 s
ys
te
m

4.
Vi
et
na
m
: m

on
ke
y‐
hu

m
an

 m
al
ar
ia

5.
D
ev
el
op

m
en
t o

f “
ec
oh

ea
lth

co
nc
ep

t 
an
d 
fr
am

ew
or
k”

3

Co
lle
ct
in
g 
H
is
to
ri
ca
l M

at
er
ia
ls
 o
n 
th
e 
pr
ev
al
en

ce
 a
nd

 
pr
ev
en
tio

n 
of
 M

al
ar
ia
 a
nd

 S
ch
is
to
so
m
ia
si
s

Co
lla
bo

ra
tio

n 
w
ith

 S
ha
ng
ha
i J
ia
ot
on

g
U
ni
v.
 a
nd

 Y
un

na
n 
U
ni
v.

Ty
pe

s 
of
 M

at
er
ia
ls

‐a
rc
hi
ve
s 

公
文
書

‐s
ou

rc
e 
bo

ok
資
料
集

‐m
ed

ic
al
 re

co
rd
s

医
案

‐lo
ca
l r
ec
or
ds

地
方
志

‐b
oo

ks
著
作
物
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A
rc
hi
ve
s 
on

 S
ch
is
to
so
m
ia
si
s

Co
lla
bo

ra
tio

n 
w
ith

 A
ca
de

m
ia
 S
in
ic
a

約
40
0タ

イ
ト
ル

本
報
告
の
目
的

H
uT
im

e
を
用
い
た
住
血
吸
虫
症
対
策
に
関
す
る
収
集
資

料
の
整
理

料
の
整
理

日
本

住
血
吸
虫
症
対
策
史
研
究
へ
の
H
uT
im

eの
利
用
の

試
み

H
uT
im

eを
用
い
た
資
料
整
理

所
蔵

機
関

に
よ
り
収

集
資

料
の

年
代

幅
の

「
ば

ら
つ
き
」

19
50

～
60

年
代
は
充
実

19
70

年
代
は
相
対
的
に
少
な
い

研
究
の

着
想
を
得
る
た
め
に
は

有
用

な
情
報

→
研
究
の

着
想
を
得
る
た
め
に
は

有
用

な
情
報
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住
血
吸
虫
症
対
策
史
研
究
へ
の
H
uT

im
eの

利
用
(1
)

衛
生

政
策

・
農

業
農

村
政
策

・
経

済
政

策
・
政

治
運

動
の
影

響
を
受
け
る
住
血
対
策

住
血
吸

虫
症
対
策
史
研
究
へ
の
H
uT

im
eの

利
用
(2
)

糞
便

・
水

管
理

肥
料

製
造
・
水

利
工

程

治
療
教
育

農
村
医
療
・
衛
生

肥
料

製
造

水
利

工
程

滅
螺

耕
地

改
変

・
水

利
工

程
水
中
防
護

農
業
機
械
化
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住
血
吸
虫
症
流
行
推
移

大
隊

（
村

）
患

者
19

70
大

隊
（
村

）
患

者
19

77

住
血
吸
虫
症
流
行
推
移

公
社

（
郷

）
患

者
19

70
公

社
（
郷

）
患

者
19

77

水
利

事
業

へ
の

動
員

と
滅

螺
の

動
員

と
は

関
係

が
あ
り
そ
う
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ま
と
め

資
料

整
理

の
ツ
ー
ル

と
し
て

膨
大
な
資
料
の
年
代
幅

の
把
握

‐膨
大
な
資
料
の
年
代
幅

の
把
握

‐研
究
の
着
想
を
得
る
た
め
に
は
有
用

住
血

吸
虫

症
対

策
史

研
究

で
の

利
用

‐時
系

列
に
沿

っ
た
因

果
関

係
の

明
示

化

‐1
95

0～
60

年
代
／
70

年
代

‐今
回
用
い
た
数
値
デ
ー
タ
を
補
完
す
る
記
述
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
デ
ー
タ

→
立
体
的
な
住
血
対
策
史
の
構
築
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H
u
T

im
eの

日
本

史
研

究
へ

の
応

用
の

試
み

―
続

日
本

紀
を

題
材

に
―

花
園

大
学

花
園

大
学 後

藤
真

今
日

の
構

成

本
研

究
の

目
的

続
日

本
紀

の
デ

ー
タ

の
概

要

続
日

本
紀

へ
の

時
空

間
情

報
の

応
用

知
識

情
報

の
付

加

課
題

と
展

望

本
作

業
の

目
的

続
日

本
紀

の
情

報
を

H
u
M

ap
H

u
T

im
e

に
落

と
し

込
み

、
よ

り
広

い
視

点
か

ら
の

情
報

を
得

る

H
u
M

ap
H

u
T

im
e

へ
の

基
礎

デ
ー

タ
の

蓄
積

知
識

情
報

を
用

い
、

タ
グ

ベ
ー

ス
で

続
日

本
紀

の
デ

ー
タ

を
効

果
的

に
閲

覧
す

る
こ

と
は

で
き

な
い

か
？

な
い

か
？

続
日

本
紀

の
概

要

続
日

本
紀

と
は

？

お
お

む
ね

八
世

紀
の

こ
と

（
6
9
7
～

7
9
1
）
が

書
か

れ
た

「
編

年
体

」
の

史
料

（
7
9
7
年

成
立

）

奈
良

時
代

史
研

究
の

基
礎

史
料

→
誰

も
が

参
照

す
る

六
国

史
の

二
番

目
と

し
て

位
置

づ
け

ら
れ

る
国

史
番

目
と

位
置

け
ら

れ
る

記
述

の
内

容
に

つ
い

て
致

命
的

な
疑

義
が

な
い
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続
日

本
紀

の
特

徴

編
年

体
の

史
書

→
時

間
軸

が
明

確
（
年

月
日

が
詳

細
に

わ
か

る
）

中
央

の
政

治
の

こ
と

も
多

く
か

か
れ

る
と

同
時

に
、

地
方

の
こ

と
も

多
く

書
か

れ
る

（
た

だ
し

精
粗

あ
り

）

奈
良

時
代

史
を

見
る

上
で

は
も

と
も

基
礎

的
奈

良
時

代
史

を
見

る
上

で
は

も
っ

と
も

基
礎

的
な

史
料

→
他

の
情

報
と

の
結

び
つ

け
る

た
め

の
基

本
に

続
日

本
紀

の
時

空
間

情
報

へ
の

応
用

続
日

本
紀

の
中

か
ら

地
名

情
報

を
抽

出

国
名

・
郡

名
な

ど
（
奈

良
の

情
報

は
除

く
）

日
付

と
位

置
が

結
び

付
け

ら
れ

る

あ
わ

せ
て

災
害

・
任

命
な

ど
の

状
況

を
俯

瞰
的

に
閲

覧
で

き
る

よ
う

、
C

at
eg

o
ry

を
設

定

国
別

に
分

類
し

C
S
V

デ
ー

タ
を

作
成

H
u
M

ap
国

別
に

分
類

し
C

S
V

デ
ー

タ
を

作
成

H
u
M

ap
H

u
T

im
eに

格
納

作
成

し
た

デ
ー

タ

（
別

表
を

参
照

）

デ
ー

タ
件

数
3
9
5
8
件

記
事

の
分

類
は

完
了

G
eo

co
d
in

gも
仮

に
済

ま
せ

る
（
後

述
）

カ
テ

ゴ
リ
ー

付
与

は
基

礎
的

な
も

の
（
任

官
・
災

害
な

ど
）
は

完
了

（
後

述
）

な
ど

）
は

完
了

（
後

述
）

ま
た

、
ユ

リ
ウ

ス
通

歴
へ

の
変

換
も

完
了

（
後

述
）

T
it
le

な
ど

は
今

後
の

課
題

G
eo

co
d
in

g

当
時

の
そ

れ
ぞ

れ
の

国
の

国
府

位
置

を
代

表
点

と
し

た

わ
か

る
も

の
は

遺
跡

に
付

さ
れ

た
地

理
情

報
、

も
し

く
は

そ
の

遺
跡

の
あ

る
町

名
・
字

名
な

ど
を

基
準

に

わ
か

ら
な

い
も

の
も

多
い

精
粗

が
大

き
い

わ
か

ら
な

い
も

の
も

多
い

→
精

粗
が

大
き

い
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G
eo

co
d
in

gの
結

果
時

間
情

報
の

付
与

『
続

日
本

紀
』
の

記
載

は
旧

暦
（
儀

鳳
暦

）

そ
の

ま
ま

で
は

ほ
か

の
デ

ー
タ

と
の

共
通

性
が

な
い

→
暦

日
テ

ー
ブ

ル
の

応
用

日
付

デ
ー

タ
を

自
動

的
に

ユ
リ
ウ

ス
通

歴
に

変
換

し
、

H
u
m

ap
/
H

u
ti
m

e上
で

の
処

理
を

可
能

と
し

た
と

し
た

知
識

情
報

の
付

与

カ
テ

ゴ
リ
を

付
す

こ
と

で
単

純
な

情
報

が
よ

り
立

体
的

に

大
ま

か
で

よ
い

の
で

基
礎

情
報

と
し

て

そ
れ

以
上

の
必

要
な

情
報

は
ユ

ー
ザ

側
で

対
処

知
識

情
報

の
付

与
に

よ
り

期
待

さ
れ

る
成

果

年
表

ご
と

に
整

理
さ

れ
る

記
事

の
特

徴

た
と

え
ば

任
官

の
時

期
ご

と
に

地
域

差
が

あ
る

か
？

災
害

と
賑

給
の

関
係

（
地

域
ご

と
の

関
係

・
タ

イ
ム

ス
パ

ン
、

災
害

地
域

、
で

き
る

こ
と

な
ら

災
害

の
質

と
の

関
係

な
ど

も
）

の
質

と
の

関
係

な
ど

も
）

予
期

せ
ぬ

「
つ

な
が

り
」

似
た

よ
う

な
現

象
＝

因
果

関
係

で
は

な
い

が
…

考
え

る
ヒ

ン
ト
と

し
て
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実
際

に
入

力
し

た
H

u
T

im
e

続
日

本
紀

の
記

事
情

報
の

記
述

の
影

響
？

課
題

（
入

力
に

関
し

て
）

国
デ

ー
タ

の
正

確
性

を
ど

こ
ま

で
問

う
か

？

こ
ち

ら
は

大
き

く
外

れ
て

い
な

け
れ

ば
問

題
な

い
か

郡
・
道

な
ど

の
デ

ー
タ

を
ど

う
す

る
か

で
き

れ
ば

詳
細

な
デ

ー
タ

が
あ

っ
た

ほ
う

が
よ

い
が

… 位
置

の
決

定
自

体
に

議
論

の
あ

る
と

こ
ろ

も
多

い
位

置
の

決
定

自
体

に
議

論
の

あ
る

と
こ

ろ
も

多
い

あ
い

ま
い

な
デ

ー
タ

の
処

理

課
題

（
入

力
に

関
し

て
）

特
に

時
間

軸
で

あ
い

ま
い

な
も

の
を

ど
う

処
理

し
て

い
く

か

「
是

月
」
条

な
ど

ま
た

、
存

在
し

な
い

日
時

を
ど

の
よ

う
に

設
定

す
る

か
。
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課
題

（
知

識
情

報
の

付
加

に
関

し
て

）

よ
り

深
刻

何
を

と
る

か

現
在

は
カ

テ
ゴ

リ
ー

は
二

つ
ま

で

後
藤

の
基

準
を

ア
ル

バ
イ

ト
（
日

本
史

の
P
D

）
の

判
断

で
入

力

入
力

の
振

れ
幅

・
レ

ベ
ル

の
問

題
入

力
の

振
れ

幅
・
レ

ベ
ル

の
問

題

例
：
養

老
七

年
（
七

二
三

）
四

月
壬

寅
乙

未
朔

八
日

条

大
宰

府
言

。
日

向
・
大

隅
・
薩

摩
三

国
士

卒
、

征
討

隼
賊

、
頻

遭
軍

役
、

兼
年

穀
不

登
、

交
迫

飢
寒

。
謹

案
故

事
、

兵
役

以
後

、
時

有
飢

疫
。

望
降

天
恩

、
給

復
三

年
。

許
之

。

こ
の

記
事

の
場

合
、

軍
事

と
賑

給
の

二
種

類
が

考
え

得
る

考
え

得
る

課
題

（
知

識
情

報
の

付
加

に
関

し
て

）

レ
ベ

ル
の

設
定

（
結

果
的

に
）
T

it
le

が
一

階
層

下
の

知
識

情
報

を
し

め
す

こ
と

に

全
体

の
構

造
が

見
え

に
く

く
な

っ
て

い
る

→
改

善
の

余
地

同
時

に
カ

テ
ゴ

リ
に

つ
い

て
「
記

述
レ

ベ
ル

」
同

時
に

、
カ

テ
ゴ

リ
に

つ
い

て
「
記

述
レ

ル
」

を
考

え
る

必
要

性
が

生
じ

て
き

た
か

？

→
た

と
え

ば
T

o
p
ic

 M
ap

と
の

連
携

を
考

え
た

場
合

→
上

位
と

下
位

を
ど

の
よ

う
に

考
え

る
か

？

課
題

（
知

識
情

報
の

付
加

に
関

し
て

）

あ
ま

り
「
や

や
こ

し
い

」
概

念
設

定
は

（
の

ち
の

ち
の

こ
と

を
考

え
る

と
）
や

る
べ

き
で

は
な

い

た
だ

し
、

「
入

れ
な

い
」
と

い
う

選
択

肢
は

な
い

将
来

的
に

は
多

く
の

人
に

よ
っ

て
修

正
さ

れ
る

べ
き

し
か

し
何

も
な

い
状

態
か

ら
の

入
力

に
は

相
し

か
し

、
何

も
な

い
状

態
か

ら
の

入
力

に
は

相
当

な
心

理
的

ハ
ー

ド
ル

が

ま
ず

は
、

だ
れ

で
も

が
大

き
い

括
り

と
し

て
承

認
で

き
る

レ
ベ

ル
の

も
の

を
入

れ
て

お
く

べ
き

か

発表資料－報告４（後藤）
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メ
リ
ッ

ト

全
体

像
の

把
握

史
料

の
特

徴
が

明
確

に

複
数

の
記

事
抽

出
を

組
み

合
わ

せ
る

こ
と

で
、

多
様

な
抽

出
が

可
能

→
た

だ
し

、
知

識
情

報
の

付
与

を
ど

の
よ

う
に

行
う

か
が

重
要

素
合

異
な

る
要

素
と

の
重

ね
合

わ
せ

の
重

要
性

展
望

ま
ず

、
基

礎
デ

ー
タ

が
提

供
で

き
る

メ
リ
ッ

ト
は

大
き

い

今
後

、
よ

り
高

度
な

利
用

も
視

野
に

今
後

、
他

の
史

料
（
正

倉
院

文
書

・
木

簡
）
な

ど
と

の
連

携
が

で
き

れ
ば

、
奈

良
時

代
の

史
料

が
記

述
し

た
場

所
の

全
体

像
が

明
ら

か
に

記
述

し
た

場
所

の
全

体
像

が
明

ら
か

に

知
識

情
報

の
作

成
が

奈
良

時
代

の
「
辞

書
的

」
情

報
の

作
成

の
基

礎
に

な
る

か
も

→
ク

ラ
ウ

ド
的

に

発表資料－報告４（後藤）
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H
uT

im
e活

用
の

た
め

の
時

間
基

盤
情

報

関
野

樹

（
総

合
地

球
環

境
学

研
究

所
）

1
R

es
ea

rc
h 

In
st

itu
te

 fo
r H

um
an

ity
 a

nd
 N

at
ur

e

（
総

合
地

球
環

境
学

研
究

所
）

目
次

１
．

時
間

基
盤

情
報

の
必

要
性

２
．

デ
ー

タ
構

築
の

実
際

３
．

今
後

の
展

開

2
R

es
ea

rc
h 

In
st

itu
te

 fo
r H

um
an

ity
 a

nd
 N

at
ur

e

時
間

情
報

解
析

の
た

め
の

3種
類

の
知

識

(1
) 

基
本

年
表

(
)
時

間
名

辞
書

時
間

基
盤

情
報

ベ
ー

ス
地

図

地
名

辞
書

(2
) 
時

間
名

辞
書

(3
) 

暦
法

変
換

地
名

辞
書

測
地

系
変

換

3
R

es
ea

rc
h 

In
st

itu
te

 fo
r H

um
an

ity
 a

nd
 N

at
ur

e

(1
) 
基

本
年

表

E
ve

nt
 1 E

ve
nt

 2

E
ve

nt
 3

E
ve

nt
4

E
ve

nt
 5

E
ve

nt
 6

文
字

列
デ

ー
タ

（
年

表
）

数
値

デ
ー

タ
（
折

れ
線

グ
ラ

フ
）

Th
on

bu
ri

基
本

年
表

－
時

代
を

表
現

La
vo

S
uk

ho
th

ai
A

yu
tth

ay
a

Th
on

bu
ri R
at

ta
na

ko
si

n

・
注

目
し

て
い

る
出

来
事

の
相

対
的

な
位

置
を

示
す

・
出

来
事

の
背

景
を

示
す

座
標

系
（
例

：
グ

レ
ゴ

リ
オ

暦
）

基
本

年
表

の
役

割

4
R

es
ea

rc
h 

In
st

itu
te

 fo
r H

um
an

ity
 a

nd
 N

at
ur

e

基
本

年
表

を
用

い
た

例
（
ア

ユ
タ

ヤ
歴

史
研

究
セ

ン
タ

ー
）

（
ａ
）

時
代

区
分

（
ｂ
）

主
な

出
来

事
（
ｃ
）

人
物

、
組

織
な

ど

基
本

年
表

の
種

類
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（
１

）
基

本
年

表
－

時
代

区
分

・
年

代
、

王
朝

な
ど

の
時

代
を

示
す

・
地

図
で

は
海

岸
線

や
国

境
線

な
ど

の
行

政
界

に
相

当
・

原
則

と
し

て
、

連
続

し
た

複
数

の
期

間
で

構
成

さ
れ

る

（
ａ
）

時
代

区
分

La
vo

S
uk

ho
th

ai
A

yu
tth

ay
a

Th
on

bu
ri R
at

ta
na

ko
si

n
デ

ー
タ

の
例

タ
イ

の
時

代
区

分

氷
河

期
と

間
氷

期
ド

ナ
ウ

Ｉ氷
期

ド
ナ

ウ
ＩＩ
氷

期

ギ
ュ

ン
ツ

氷
期

ミ
ン

デ
ル

氷
期

リ
ス

氷
期

ヴ
ュ

ル
ム

氷
期

5
R

es
ea

rc
h 

In
st

itu
te

 fo
r H

um
an

ity
 a

nd
 N

at
ur

e

（
Pa

bl
o 

D
ie

go
 J

os
é 

Fr
an

ci
sc

o 
de

 P
au

la
 Ju

an
 

N
ep

om
uc

en
o 

M
ar

ía
 d

e 
lo

s R
em

ed
io

s C
ris

pi
n 

C
rip

ria
no

 d
e 

la
 S

an
tís

im
a T

rin
id

ad
R

ui
z 

y 
Pi

ca
ss

o）

青
の

時
代

バ
ラ

色
の

時
代

ア
フ

リ
カ

彫
刻

の
時

代

セ
ザ

ン
ヌ

的
キ

ュ
ビ

ズ
ム

の
時

代

分
析

的
キ

ュ
ビ

ズ
ム

の
時

代

総
合

的
キ

ュ
ビ

ズ
ム

の
時

代
新

古
典

主
義

の
時

代

シ
ュ

ル
レ

ア
リ

ス
ム

の
時

代
パ

ブ
ロ

・
ピ

カ
ソ

（
１

）
基

本
年

表
－

主
な

出
来

事

（
ｂ
）

主
な

出
来

事

・
解

析
対

象
の

背
景

や
原

因
に

関
連

す
る

出
来

事
を

示
す

・
地

図
で

は
都

市
や

ラ
ン

ド
マ

ー
ク

な
ど

に
相

当
・

時
刻

（
特

定
の

時
間

点
）
と

期
間

で
構

成
さ

れ
る

・
解

析
対

象
に

よ
っ

て
、

何
を

示
す

か
は

異
な

る

19
48

K
or

ea
 w

as
 d

iv
id

ed
 in

to
 N

or
th

 a
nd

 S
ou

th
 K

or
ea

.
朝

鮮
が

南
北

に
分

断

เก
าห

ลีแ
ยก
ป
ระ
เท
ศเ
ป
น
เก
าห

ลีเ
ห
นื
อแ

ละ
เก
าห

ลีใ
ต

19
65

Si
ng

ap
or

e 
be

ca
m

e 
in

de
pe

nd
en

t f
ro

m
 M

al
ay

si
a.

シ
ン

ガ
ポ

ー
ル

が
マ

レ
ー

シ
ア

か
ら

分
離

独
立

。

ส
ิงค
โป

รไ
ดรั
บ
เอ
กร
าช
จา
กม

าเ
ลเ
ซ
ีย

デ
ー

タ
の

例

解
析

対
象

に
よ

っ
て

、
何

を
示

す
か

は
異

な
る

解
析

解
析

同
じ

デ
ー

タ
ソ

ー
ス

か
ら

目
的

に
応

じ
て

再
構

成
す

る

6
R

es
ea

rc
h 

In
st

itu
te

 fo
r H

um
an

ity
 a

nd
 N

at
ur

e

解
析

B
解

析
A

目
的

に
応

じ
て

再
構

成
す

る

（
１

）
基

本
年

表
－

人
物

、
組

織
な

ど

（
ｃ
）

人
物

、
組

織
な

ど

・
解

析
対

象
に

関
連

す
る

人
物

（
生

没
、

在
位

）
、

組
織

（
設

立
/解

散
）
、

製
品

（
流

通
期

間
）
な

ど
を

示
す

・
地

図
で

は
・
・
・
？

・
基

本
的

に
期

間
で

構
成

さ
れ

る

デ
ー

タ
の

例

18
68

-1
91

0
พร

ะบ
าท

สม
เด็

จพ
ระ

จุล
จอ

มเ
กล

าเ
จา

อย
ูหัว

C
hu

la
lo

ng
ko

rn
, R

am
a 

V
19

10
-1

92
5

พร
ะบ

าท
สม

เด็
จพ

ระ
มง

กุฎ
เก

ลา
เจ

าอ
ยูหั

ว
Va

jir
av

ud
h,

 R
am

a 
VI

19
25

-1
93

5
พร

ะบ
าท

สม
เด็

จพ
ระ

ปก
เก

ลา
เจ

าอ
ยูหั

ว
Pr

aj
ad

hi
po

k,
 R

am
a 

VI
I

19
35

-1
94

6
พร

ะบ
าท

สม
เด็

จพ
ระ

เจ
าอ

ยูหั
วอ

าน
ันท

มหิ
ดล

An
an

da
M

ah
id

ol
, R

am
a 

VI
II

19
46

-
พร

ะบ
าท

สม
เด็

จพ
ระ

เจ
าอ

ยูหั
วภ

ูมิพ
ลอ

ดุล
ยเ

ดช
Bh

um
ib

ol
Ad

ul
ya

de
j, 

R
am

a 
IX

基
本

的
に

期
間

で
構

成
さ

れ
る

タ
イ

国
王

1
8
7
1
-
1
8
7
7

工
部

省
鉄

道
寮

1
8
7
7
-
1
8
8
5

工
部

省
鉄

道
局

1
8
8
5
-
1
8
9
0

内
閣

鉄
道

局

1
9
0
8
-
1
9
2
0

内
閣

鉄
道

院
1
9
2
0
-
1
9
4
3

鉄
道

省
1
9
4
3
-
1
9
4
5

運
輸

通
信

省
鉄

道
総

局

日
本

の
鉄

道

7
R

es
ea

rc
h 

In
st

itu
te

 fo
r H

um
an

ity
 a

nd
 N

at
ur

e

パ
ソ

コ
ン

用
Ｏ

Ｓ

1
9
7
6
-1

9
8
2

C
P

/
M

1
9
8
1
-
1
9
9
4

M
S
-
D

O
S

1
9
9
0
-
1
9
9
3

W
in

do
w

s 
3
.x

1
9
9
5
-
1
9
9
7

W
in

do
w

s 
9
5

1
9
9
8
-
1
9
9
9

W
in

do
w

s 
9
8

1
9
9
4
-2

0
0
0

W
in

do
w

s
N

T

2
0
0
0
-
2
0
0
1

W
in

do
w

s
2
0
0
0

2
0
0
1
-
2
0
0
7

W
in

do
w

s 
X
P

2
0
0
7
-
2
0
0
9

W
in

do
w

s 
V

is
ta

2
0
0
9
-

W
in

do
w

s 
7

1
8
9
0
-
1
8
9
2

内
務

省
鉄

道
庁

1
8
9
2
-
1
8
9
3

逓
信

省
鉄

道
庁

1
8
9
3
-
1
9
0
8

逓
信

省
鉄

道
局

1
9
4
5
-
1
9
4
9

運
輸

省
鉄

道
総

局
1
9
4
9
-1

9
8
7

日
本

国
有

鉄
道

1
9
8
7
-

東
日

本
旅

客
鉄

道
ほ

か
（
J
R

） （
期

間
の

終
端

は
不

明
確

）

（
２

）
時

間
名

辞
書

บา
งก

อก
B

an
gk

ok

空
間

情
報

の
場

合
（
地

名
辞

書
）

緯
度

= 
13
˚4

5´
33

.2
˝ N

経
度

=
10

0˚
28

´
29

8˝
E

地
名

か
ら

座
標

上
の

位
置

を
得

る

B
an

gk
ok

バ
ン

コ
ク

(1
3.

75
92

27
,1

00
.4

74
94

9)
経

度
 

10
0

28
29

.8
 E

東
北

地
方

太
平

洋
沖

地
震

時
間

情
報

の
場

合

座
標

上
の

位
置

を
得

る

8
R

es
ea

rc
h 

In
st

itu
te

 fo
r H

um
an

ity
 a

nd
 N

at
ur

e

แผ
นดิ

นไ
หว

แล
ะค

ลื่น
สนึ

าม
ิ

ใน
โท

โฮ
ะกุ

พ.
ศ.

 2
55

4

20
11

 T
ōh

ok
u

ea
rth

qu
ak

e 
an

d 
ts

un
am

i

(2
01

1-
03

-1
1T

14
:4

6:
18

+0
9:

00
)

11
 M

ar
ch

 2
01

1
14

:4
6:

18
 (J

S
T)
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（
２

）
時

間
名

辞
書

－
関

連
情

報

時
間

名
辞

書
の

関
連

情
報

・
時

間
名

を
時

間
軸

だ
け

で
な

く
、

他
の

情
報

に
紐

付
け

て
お

く
こ

と
も

可
能

・
時

間
名

に
関

す
る

説
明

・
関

連
す

る
情

報
へ

の
リ

ン
ク

・
包

含
関

係

時
間

名
で

の
包

含
関

係

災
害

> 
地

震
> 

東
北

地
方

太
平

洋
沖

地
震

ベ
ト

ナ
ム

戦
争

> 
ホ

ー
チ

ミ
ン

作
戦

>
サ

イ
ゴ

ン
陥

落

概
念

的
な

包
含

関
係

時
間

的
な

包
含

関
係

包
含

関
係

・
R

D
Fや

ト
ピ

ッ
ク

マ
ッ

プ
な

ど
を

使
っ

た
オ

ン
ト

ロ
ジ

ー
技

術
の

応
用

時
間

名
辞

書

9
R

es
ea

rc
h 

In
st

itu
te

 fo
r H

um
an

ity
 a

nd
 N

at
ur

e

“
第

二
次

世
界

大
戦

”
の

期
間

に
作

成
さ

れ
た

書
か

れ
た

文
書

時
間

名
辞

書 da
te

 >
= 

19
39

-0
9-

01
da

te
 <

 1
94

5-
09

-0
2

“
東

日
本

大
震

災
”
以

降
の

写
真

da
te

 >
= 

20
11

-0
3-

11

（
２

）
時

間
名

辞
書

－
利

用
例

17
82

-0
4-

06
ラ

ー
マ

1世
即

位
13

51
-0

3-
04

17
67

-0
4

ビ
ル

マ
軍

に
よ

り
ア

ユ
タ

ヤ
焼

失

ラ
ー

マ
ー

テ
ィ

ボ
ー

デ
ィ

ー
1世

即
位

B
an

gk
ok

 is
 th

e 
ca

pi
ta

l, 
la

rg
es

t u
rb

an
 a

re
a 

an
d 

pr
im

ar
y 

ci
ty

 o
f T

ha
ila

nd
. K

no
w

n 
in

 T
ha

i 

as
 K

ru
ng

 T
he

p
M

ah
a

N
ak

ho
n

or
 K

ru
ng

 T
he

p,
 m

ea
ni

ng
 "

ci
ty

 o
f a

ng
el

s"
 fo

r s
ho

rt,
 it

 w
as

 

or
ig

in
al

ly
 a

 sm
al

l t
ra

di
ng

 p
os

t o
n 

th
e 

w
es

t b
an

k 
of

 th
e 

lo
w

er
 C

ha
o 

Ph
ra

ya
 R

iv
er

 d
ur

in
g 

th
e A

yu
tth

ay
a 

K
in

gd
om

. I
t b

ec
am

e 
th

e 
ca

pi
ta

l i
n 

17
68

 a
fte

r t
he

 d
es

tru
ct

io
n 

of
 A

yu
tth

ay
a 

by
 B

ur
m

es
e 

in
va

de
rs

. H
ow

ev
er

, t
he

 c
ur

re
nt

 R
at

ta
na

ko
si

n
K

in
gd

om
 d

id
 n

ot
 b

eg
in

 u
nt

il 

17
82

, w
he

n 
th

e 
ca

pi
ta

l w
as

 m
ov

ed
 to

 th
e 

ea
st

 b
an

k 
of

 th
e 

riv
er

 b
y 

R
am

a 
I f

ol
lo

w
in

g 
th

e 

de
at

h 
of

 K
in

g 
Ta

ks
in

. T
he

 c
ity

 is
 m

or
e 

fo
rm

al
ly

 c
al

le
d 

"P
hr

a
N

ak
ho

n"
, r

ef
er

rin
g 

to
 th

e 

17
82

-0
4-

21

バ
ン

コ
ク

が
タ

イ
の

首
都

と
な

る

10
R

es
ea

rc
h 

In
st

itu
te

 fo
r H

um
an

ity
 a

nd
 N

at
ur

e

or
ig

in
al

 b
ou

nd
ar

ie
s 

of
 th

e 
18

th
 c

en
tu

ry
, w

hi
le

 th
e 

na
m

e 
K

ru
ng

th
ep

M
ah

an
ak

or
n

in
cl

ud
es

 th
e 

ur
ba

n 
ar

ea
s 

w
hi

ch
 h

av
e 

si
nc

e 
gr

ow
n.

 S
til

l m
os

t T
ha

is
 a

nd
 fo

re
ig

ne
rs

 

ge
ne

ra
lly

 c
al

l t
he

 c
ity

 b
y 

its
 o

rig
in

al
 n

am
e 

of
 B

an
gk

ok
.

to
 1

78
2-

04
-0

7

タ
ー

ク
シ

ン
fro

m
 1

73
4-

04
-1

7

to
 1

80
9-

09
-0

7

プ
ッ

タ
ヨ

ー
ト

フ
ァ

ー
チ

ュ
ラ

ー
ロ

ー
ク

fro
m

 1
73

6-
09

-0
7

(f
ro

m
 W

ik
ip

ed
ia

)

(3
) 

暦
変

換

昭
和

廿
一

年
六

月
九

日

9 
Ju

ne
 1

94
6

9 
Th

án
g

Sá
u

19
46

民
國

35
年

5月
10

日

9 
มิถ

นุา
ยน

 2
48

9 
皇

紀
26

04
年

皐
月

甲
寅

JD
24

31
98

0.
5

(1
94

6 
-0

6-
09

)

단
기

42
79

년
6월

9일

暦
変

換

11
R

es
ea

rc
h 

In
st

itu
te

 fo
r H

um
an

ity
 a

nd
 N

at
ur

e

ユ
リ

ウ
ス

通
日

（
Ｊ
Ｄ

）

紀
元

前
47

13
年

1月
1日

正
午

か
ら

の
通

算
日

数

共
通

の
時

間
軸

（
３

）
暦

変
換

－
利

用
例

“
ラ

マ
ダ

ン
”
期

間
中

“
旧

正
月

”
以

前
に

作
成

さ
れ

た
W

e
bペ

ー
ジ

暦
変

換

da
te

 <
 2

01
1-

02
-0

3

da
te

 >
= 

20
11

-0
8-

01

検
索

へ
の

利
用

ラ
マ

ダ
ン

期
間

中
の

株
価

da
te

 <
 2

01
1-

08
-3

0

デ
タ

構
築

へ
の

利
用

資
料

解
析

へ
の

利
用

朱
鳥

元
年

九
月

戊
戌

朔
丙

午
、

天
渟

中
原

瀛
眞

人
天

皇
崩

。
皇

后
臨

朝
稱

制
。

冬
十

月
戊

辰
朔

己
巳

、
皇

子
大

津
、

謀
反

發
覺

。
逮

捕
皇

子
大

津
、
幷

捕
爲

皇
子

大
津

所
詿

誤
直

廣
肆

八
口

朝
臣

音
橿

・小
山

下
壹

伎
連

博
德

、
與

大
舍

人
中

臣
朝

臣
臣

麻
呂

・
巨

勢
朝

臣
多

益
須

・
新

羅
沙

門
行

心
、

及
帳
內

礪
杵

道
作

等
、

卅
餘

人
。

庚
午

、
賜

死
皇

子
大

津
於

譯
語

田
舍

。
時

年
廿

四
。

妃
皇

女
山

邊
、

被
髮

徒

06
86

-1
0-

01

06
86

-1
0-

24

日
本

書
紀

卷
第

卅
よ

り 12
R

es
ea

rc
h 

In
st

itu
te

 fo
r H

um
an

ity
 a

nd
 N

at
ur

e

デ
ー

タ
構

築
へ

の
利

用
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目
次

１
．

時
間

基
盤

情
報

の
必

要
性

２
．

デ
ー

タ
構

築
の

実
際

３
．

今
後

の
展

開

13
R

es
ea

rc
h 

In
st

itu
te

 fo
r H

um
an

ity
 a

nd
 N

at
ur

e

主
な

作
業

と
時

間
基

盤
情

報

各
モ

ジ
ュ

ー
ル

構
築

基
盤

デ
ー

タ
の

収
集

・
中

高
の

歴
史

教
科

書
・
件

名
標

目

・
.N

et
Fr

am
ew

or
kの

拡
張

・
基

本
的

な
時

間
演

算
・
暦

変
換

の
基

本
構

造

基
本

年
表

時
間

名
辞

書
時

間
情

報
モ

ジ
ュ

ー
ル

暦
変

換
モ

ジ
ュ

ー
ル

14
R

es
ea

rc
h 

In
st

itu
te

 fo
r H

um
an

ity
 a

nd
 N

at
ur

e

時
間

の
表

現
と

デ
ー

タ
構

造

・
あ

い
ま

い
さ

の
表

現
・
時

間
演

算
の

論
理

構
成

（
１

）
基

盤
デ

ー
タ

の
収

集

基
盤

デ
ー

タ
の

要
件

・
日

本
の

中
高

の
教

科
書

中
等

教
育

の
教

科
書

な
ど

多
く
の

人
が

知
っ

て
い

る
・

ラ
オ

ス
の

歴
史

教
科

書
・

タ
イ

日
本

関
係

年
表

件
名

標
目

表

時
間

名
辞

書
で

見
出

し
語

に
な

り
え

る

多
く
の

人
が

知
っ

て
い

る
一

般
的

な
出

来
事

他
の

情
報

と
の

連
携

出
現

頻
度

が
高

い
も

の
、

よ
り

低
い

学
年

で
出

現
す

る
も

の
は

よ
り

一
般

的
と

も
考

え
ら

れ
る

15
R

es
ea

rc
h 

In
st

itu
te

 fo
r H

um
an

ity
 a

nd
 N

at
ur

e

他
の

情
報

と
の

連
携

LC
SH

な
ど

は
R

D
Fが

公
開

さ
れ

て
お

り
、

他
の

情
報

と
の

連
携

の
可

能
性

が
拡

が
る

（
１

）
基

盤
デ

ー
タ

の
収

集

日
本

の
中

高
の

教
科

書

・
基

本
年

表
の

a～
cを

網
羅

・
6世

紀
～

現
代

（
日

本
史

）
・

紀
元

前
30

00
年

頃
～

現
代

（
世

界
史

）
・

日
本

語
の

み
日

本
語

の
み

・
日

本
史

Ｂ
で

24
14

件
、

世
界

史
Ｂ

で
30

39
件

入
力

済
み

c（
人

物
の

在
位

）

b（
主

な
イ

ベ
ン

ト
）

a（
時

代
区

分
）

も
し

く
は

c（
国

の
存

続
期

間
）

世
界

史
Ｂ

教
科

書
の

例
（
山

川
出

版
社

）

16
R

es
ea

rc
h 

In
st

itu
te

 fo
r H

um
an

ity
 a

nd
 N

at
ur

e
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（
１

）
基

盤
デ

ー
タ

の
収

集

ラ
オ

ス
の

歴
史

教
科

書

・
基

本
年

表
の

bが
中

心
・

紀
元

前
1万

年
～

現
代

・
原

則
、

ラ
オ

ス
語

、
英

語
、

日
本

語
・

47
6件

入
力

済
み

デ
ー

タ
入

力
・
提

供
：
森

中
紘

一
氏

総
合

地
球

環
境

学
研

究
所

の
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
（
熱

帯
ア

ジ
ア

の
環

境
変

化
と

感
染

症
・
代

表
門

司
和

彦
）

47
6件

入
力

済
み

H
uT

im
eで

の
ラ

オ
ス

語
表

示
の

検
証

17
R

es
ea

rc
h 

In
st

itu
te

 fo
r H

um
an

ity
 a

nd
 N

at
ur

e

（
１

）
基

盤
デ

ー
タ

の
収

集

タ
イ

日
本

関
係

年
表

・
基

本
年

表
の

b,
 c

が
中

心
・

歴
代

の
王

の
在

位
期

間
が

網
羅

さ
れ

て
い

る
・

13
51

年
～

現
代

・
タ

イ
語

、
英

語
、

日
本

語

資
料

提
供

：
ア

ユ
タ

ヤ
歴

史
研

究
セ

ン
タ

ー

タ
イ

語
、

英
語

、
日

本
語

・
仏

暦
と

西
暦

が
併

記
さ

れ
て

い
る

・
27

0件
入

力
済

み
タ

イ
日

本
関

係
年

表 18
R

es
ea

rc
h 

In
st

itu
te

 fo
r H

um
an

ity
 a

nd
 N

at
ur

e記
載

例
：
タ

イ
語

、
英

語
、

日
本

語
の

順
。

年
号

は
西

暦
/ 仏

暦
（
左

）
歴

代
王

の
在

位
期

間
、

（
中

）
世

界
の

出
来

事
、

（
右

）
タ

イ
－

日
本

関
係

の
出

来
事

（
１

）
基

盤
デ

ー
タ

の
収

集

件
名

標
目

表

・
基

本
年

表
の

a～
c

・
国

立
国

会
図

書
館

件
名

標
目

表
（
N

D
LS

H
）
、

基
本

件
名

標
目

表
（
BS

H
）
、

米
国

議
会

図
書

館
件

名
標

目
表

（
LC

S
H

）
を

対
象

・
収

録
年

代
は

B
.C

.4
31

年
～

現
代

（
入

力
を

終
え

た
範

囲
で

）
収

録
年

代
は

年
現

代
（
入

力
を

終
え

た
範

囲
で

）
・

日
本

語
（
N

D
LS

H
、

BS
H

）
、

英
語

（
LC

S
H

）
・

N
D

LS
H

の
み

入
力

作
業

中
、

47
0件

入
力

済
み

19
R

es
ea

rc
h 

In
st

itu
te

 fo
r H

um
an

ity
 a

nd
 N

at
ur

e

（
２

）
時

間
情

報
モ

ジ
ュ

ー
ル

の
構

築

時
間

情
報

モ
ジ

ュ
ー

ル
の

機
能

・
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
内

で
の

時
間

の
表

現
（
時

間
点

と
時

刻
、

時
間

範
囲

と
期

間
）

・
時

間
同

士
の

演
算

・
暦

法
変

換
時

間
の

足
し

算
、

引
き

算
は

こ
れ

で
も

可
能

暦
法

変
換

・
時

間
デ

ー
タ

と
属

性
の

関
係

保
持

基
本

的
な

時
間

同
士

の
演

算

・
時

刻
－

時
刻

＝
時

間
範

囲
・

時
刻

＋
時

間
範

囲
＝

時
刻

・
時

間
範

囲
＊

定
数

＝
時

間
範

囲
・

時
刻

==
時

刻
（
比

較
演

算
子

）

3月
20

日
－

2月
7日

＝
41

日
間

3月
20

日
＋

45
日

間
＝

5月
4日

12
日

間
＊

3
＝

36
日

間
（

3月
20

日
>=

2月
7日

）
＝

tru
e

日
以

下
の

単
位

で
あ

れ
ば

、
ユ

リ
ウ

ス
通

日
（
及

び
日

数
）

で
計

算
が

可
能

だ
が

・
・
・

時
間

同
士

の
演

算
（
暦

法
が

関
係

す
る

も
の

）

・
本

日
（
20

12
年

3月
20

日
）
の

1か
月

後
グ

レ
ゴ

リ
オ

暦
で

は
4月

20
日

ヒ
ジ

ュ
ラ

暦
（
イ

ス
ラ

ム
暦

）
で

は
4月

18
日

こ
れ

で
も

可
能

（
日

付
計

算
尺

）

20
R

es
ea

rc
h 

In
st

itu
te

 fo
r H

um
an

ity
 a

nd
 N

at
ur

e

ヒ
ジ

ュ
ラ

暦
（
イ

ス
ラ

ム
暦

）
で

は
4月

18
日

グ
レ

ゴ
リ

オ
暦

20
12

年
3月

20
日

は
ヒ

ジ
ュ

ラ
暦

14
33

年
4月

26
日

ヒ
ジ

ュ
ラ

暦
14

33
年

5月
26

日
は

グ
レ

ゴ
リ

オ
暦

20
12

年
4月

18
日

・
本

日
（
20

12
年

3月
20

日
）
の

1年
後

グ
レ

ゴ
リ

オ
暦

で
は

20
13

年
3月

20
日

ヒ
ジ

ュ
ラ

暦
（
イ

ス
ラ

ム
暦

）
で

は
20

13
年

3月
9日

時
間

同
士

の
演

算
（
論

理
演

算
）

・
期

間
∩

期
間

＝
期

間
・

￢
期

間
＝

期
間

・
3月

10
～

25
日

∩
3月

20
～

30
日

＝
3月

20
～

25
日

・
￢

（
3月

10
～

25
日

）
＝

～
3月

9日
∪

3月
26

日
～
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（
２

）
時

間
情

報
モ

ジ
ュ

ー
ル

の
構

築

.N
et

Fr
am

ew
or

kの
拡

張
D

at
eT

im
e構

造
体

・
刻

み
値

は
00

00
-0

1-
01

T0
0:

00
:0

0か
ら

の
10

0
ナ

ノ
秒

（
lo

ng
型

）
・
範

囲
は

00
00

-0
1-

01
～

99
99

-1
2-

31
（
紀

元
前

を
扱

え
な

い
）

・
文

字
列

変
換

の
書

式
指

定
子

は
固

定

E
xD

at
eT

im
e構

造
体

・
刻

み
値

は
ユ

リ
ウ

ス
通

日
（

do
ub

le
型

）
・
範

囲
は

約
2.

7兆
年

前
～

約
2.

7兆
年

後
（
精

度
が

可
変

）

・
文

字
列

変
換

の
書

式
指

定
子

は
ユ

ー
ザ

指
定

可

E
G

l
b

li
t
i

（
拡

張
さ

れ
た

も
の

）

E
x
G

lo
b
a
li
z
a
t
io

n
.N

e
t
F

ra
m

e
w

o
rk D
a
t
e
T

im
e

C
u
lt

u
re

In
fo

D
a
t
e
T

im
e
F

o
rm

a
t
In

fo
C

a
le

n
d
a
r

E
x
D

a
t
e
T

im
e

T
im

e
S

p
a
n

E
x
T

im
e
S

p
a
n

E
x
C

a
le

n
d
a
r

J
G

C
a
le

n
d
a
r

21
R

es
ea

rc
h 

In
st

itu
te

 fo
r H

um
an

ity
 a

nd
 N

at
ur

e

E
x

J
a

p
a

n
e

s
e

C
a

le
n
d

a
r

G
le

g
o
ri

a
n
C

a
le

n
d
a

r
J
u
li

a
n
C

a
le

n
d
a
r

J
a
p
a
n

e
s

e
C

a
le

n
d
a

r
E

x
J
a
p
a
n
e
s
e
C

a
le

n
d
a
r

・
00

00
-0

1-
01

か
ら

99
99

-1
2-

31
ま

で
グ

レ
ゴ

リ
オ

暦
／

ユ
リ

ウ
ス

暦
し

か
指

定
で

き
な

い

・
明

治
か

ら
平

成
し

か
使

え
な

い
・
明

治
以

前
も

利
用

可
能

・
廿

三
日

、
庚

申
な

ど
の

日
付

表
現

も
可

能
（
予

定
）

・
途

中
で

改
暦

ユ
リ

ウ
ス

暦
→

グ
レ

ゴ
リ

オ
暦

・
改

暦
日

は
任

意
指

定
可

・
ユ

ー
ザ

が
独

自
の

暦
変

換
パ

ッ
ケ

ー
ジ

を
作

成
し

て
配

布
す

る
こ

と
も

想
定

（
２

）
時

間
情

報
モ

ジ
ュ

ー
ル

の
構

築

暦
法

変
換

機
能

・
ユ

リ
ウ

ス
/グ

レ
ゴ

リ
オ

暦
、

和
暦

が
実

装
済

み
・

.N
et

Fr
am

ew
or

kが
も

と
も

と
持

つ
暦

法
の

機
能

も
流

用
が

可
能

・
日

時
を

示
す

文
字

列
と

の
相

互
変

換
日

時
を

示
す

文
字

列
と

の
相

互
変

換
・

年
月

日
の

表
示

順
、

言
語

は
実

行
環

境
に

応
じ

て
可

変
・

エ
ラ

ー
メ

ッ
セ

ー
ジ

な
ど

は
日

本
語

と
英

語
（
実

行
環

境
で

自
動

的
に

切
り

替
え

）

暦
法

変
換

の
テ

ス
ト

の
様

子
（
タ

イ
仏

暦
か

ら
ヒ

ジ
ュ

ラ
暦

へ
）

Ex
ce

lの
ア

ド
イ

ン
と

し
て

の
提

供
（
現

在
は

和
暦

の
み

）
和

暦
は

漢
数

字
、

干
支

な
ど

の
表

現
に

対
応

し
て

い
る

22
R

es
ea

rc
h 

In
st

itu
te

 fo
r H

um
an

ity
 a

nd
 N

at
ur

e

（
３

）
時

間
の

表
現

と
デ

ー
タ

構
造

現
行

の
時

間
表

現

・
時

間
を

fr
om

要
素

と
to

要
素

の
２

つ
で

表
現

・
時

間
点

の
場

合
は

同
じ

値
が

入
る

・
あ

や
ふ

や
な

時
間

は
と

り
う

る
範

囲
を

入
力

す
る

（
20

11
年

12
月

は
12

月
1日

～
31

日
と

し
て

入
力

）

<d
at

et
im

e>
<f

ro
m

>2
01

1-
12

-1
7<

/fr
om

><
to

>2
01

1-
12

-1
7<

/to
><

/d
at

et
im

e>

・
「
期

間
」
な

の
か

、
「
と

り
う

る
範

囲
」
な

の
か

分
か

ら
な

い

・
複

数
の

時
間

点
や

時
間

範
囲

で
表

現
さ

れ
る

集
合

を
表

現
で

き
な

い

あ
い

ま
い

な
時

間
あ

い
ま

い
な

時
間

時
間

点
の

場
合

あ
る

範
囲

の
中

に
真

値
が

あ
る

（○
○

頃
）

値
が

不
確

か
（
○

○
？

）
値

が
不

確
か

で
あ

り
、

と
り

う
る

範
囲

が
あ

る
（
○

○
頃

？
）

時
間

範
囲

の
場

合

・
あ

い
ま

い
な

時
間

点
の

組
み

合
わ

せ

23
R

es
ea

rc
h 

In
st

itu
te

 fo
r H

um
an

ity
 a

nd
 N

at
ur

e

・
始

点
、

終
点

、
長

さ
の

み
が

確
定

し
て

い
る

場
合

・
長

さ
が

あ
い

ま
い

な
場

合

・
常

識
的

に
考

え
て

始
点

、
終

点
の

限
度

が
あ

る
も

の
（
没

年
不

詳
な

ど
）

こ
れ

ら
の

表
現

を
時

間
情

報
モ

ジ
ュ

ー
ル

に
実

装
す

る
必

要
が

あ
る

目
次

１
．

時
間

基
盤

情
報

の
必

要
性

２
．

デ
ー

タ
構

築
の

実
際

３
．

今
後

の
展

開

24
R

es
ea

rc
h 

In
st

itu
te

 fo
r H

um
an

ity
 a

nd
 N

at
ur

e
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時
間

基
盤

情
報

を
何

に
使

う
か

？

(1
) 基

本
年

表
(2

)時
間

名
辞

書

時
間

基
盤

情
報

検
索

可
視

化
デ

ー
タ

構
築

(2
) 時

間
名

辞
書

(3
) 暦

変
換

25
R

es
ea

rc
h 

In
st

itu
te

 fo
r H

um
an

ity
 a

nd
 N

at
ur

e

時
間

情
報

解
析

デ
ー

タ

ど
の

よ
う

な
形

で
時

間
基

盤
情

報
を

取
得

・
利

用
す

る
か

？

例

ベ
ー

ス
年

表
時

間
名

辞
書

暦
変

換

G
oo

gl
e

Ti
m

eL
in

e

問
題

点

換
暦

26
R

es
ea

rc
h 

In
st

itu
te

 fo
r H

um
an

ity
 a

nd
 N

at
ur

e

時
間

基
盤

情
報

同
士

を
関

連
付

け
な

が
ら

利
用

で
き

な
い

。

問
題

点
柔

軟
性

デ
ー

タ
を

ほ
か

の
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
で

利
用

で
き

な
い

。

統
合

時
間

情
報

の
解

析
を

総
合

的
に

サ
ポ

ー
ト

す
る

仕
組

み
が

必
要

時
間

基
盤

情
報

を
提

供
す

る
た

め
の

シ
ス

テ
ム

27
R

es
ea

rc
h 

In
st

itu
te

 fo
r H

um
an

ity
 a

nd
 N

at
ur

e

今
後

の
予

定

全
般

・
W

eb
サ

イ
ト

立
ち

上
げ

（
w

w
w.

hu
tim

e.
or

g,
 w

w
w.

hu
tim

e.
jp

）
－

H
G

IS
の

W
eb

サ
イ

ト
と

の
連

携
・

時
間

情
報

モ
ジ

ュ
ー

ル
の

公
開

・
各

機
能

の
適

用
範

囲
の

拡
大

・
事

例
の

積
み

上
げ

・
H

uT
im

eで
利

用
で

き
る

暫
定

版
を

構
成

・
正

式
版

は
あ

い
ま

い
な

時
間

の
扱

い
に

関
す

る
裏

付
け

が
固

ま
っ

て
か

ら

時
間

名
辞

書
・

基
本

年
表

の
公

開
と

前
後

し
て

、
W

eb
サ

イ
ト

よ
り

暫
定

版
を

公
開

予
定

・
正

式
版

は
あ

い
ま

い
な

時
間

の
扱

い
に

関
す

る
裏

付
け

が
固

ま
っ

て
か

ら
・

W
eb

ブ
ラ

ウ
ザ

の
プ

ラ
グ

イ
ン

な
ど

に
つ

い
て

検
討

個
別

機
能

基
本

年
表

28
R

es
ea

rc
h 

In
st

itu
te

 fo
r H

um
an

ity
 a

nd
 N

at
ur

e

・
W

eb
ブ

ラ
ウ

ザ
の

プ
ラ

グ
イ

ン
な

ど
に

つ
い

て
検

討
・

時
間

情
報

モ
ジ

ュ
ー

ル
の

文
字

列
処

理
と

の
連

動

暦
法

変
換

・
W

eb
サ

イ
ト

で
の

公
開

（
フ

ォ
ー

ム
、

R
E

S
T、

フ
ァ

イ
ル

変
換

、
そ

の
他

・
・
・
）

・
正

式
版

は
あ

い
ま

い
な

時
間

の
扱

い
に

関
す

る
裏

付
け

が
固

ま
っ

て
か

ら
・

W
eb

ブ
ラ

ウ
ザ

の
プ

ラ
グ

イ
ン

な
ど

に
つ

い
て

検
討

・
時

間
情

報
モ

ジ
ュ

ー
ル

の
文

字
列

処
理

と
の

連
動
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